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主な内容　p2-3新年度予算、P4-7市総合計画後期基本計画策定の
ための市民意向調査の報告と意見募集、p8震災被害の対応などに
ついて、p9子育てハンドブック、p10行政区長、p11臨時職員募集、
p12狂犬病予防注射日程変更、p15高齢福祉サービス、　など

表紙　姉妹都市であるサーモンア
ーム市が、災害義援のためにはる
ばる駆けつけてくれました。（関連

記事p22）
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稲
敷
市
予
算
の
概
要

平
成
23
年
度
の
予
算
編
成
で
は
、

事
務
事
業
の
優
先
順
位
付
け
を

厳
格
化
す
る
こ
と
や
、
固
定
化

し
つ
つ
あ
る
予
算
配
分
の
組
み

替
え
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

予
算
構
造
を
選
択
集
中
型
に
変

え
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
、

次
の
基
本
的
事
項
に
基
づ
き
予

算
を
編
成
し
ま
し
た
。

1
普
通
建
設
事
業
の
優
先
順
位

付
け
を
厳
格
化

歳
出
構
造
を
優
先
度
の
高
い
も

の
へ
集
中
投
資
す
る
形
に
近
づ

け
る
。

2
普
通
建
設
事
業
の
予
算
配
分

の
組
み
替
え

固
定
化
し
つ
つ
あ
る
予
算
配
分

の
組
み
換
え
を
行
う
。

3
義
務
的
経
費
を
除
く
経
常
的

経
費
充
当
一
般
財
源
を
抑
制

要
求
上
限
を
前
年
度
以
下
に
設

定
す
る
。

4
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
予
算
制
度

の
試
行

職
員
の
コ
ス
ト
意
識
と
経
営
感

覚
を
高
め
る
。

5
予
算
編
成
に
関
す
る
情
報
提

供
を
推
進

予
算
編
成
過
程
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
掲
載
に
よ
り
情
報
提
供
し
て

い
く
。

一
般
会
計
予
算
の
概
要

▪
一
般
会
計
歳
入

市
税　
固
定
資
産
税
が
土
地
評

価
額
の
下
落
な
ど
に
よ
り
減
収

見
込
み
で
あ
り
ま
す
が
、
市
民

税
で
企
業
収
益
の
回
復
な
ど
を

反
映
し
て
、
法
人
市
民
税
の
増

収
見
込
み
お
よ
び
た
ば
こ
税
の

税
率
改
正
の
影
響
に
よ
る
増
収

見
込
み
に
よ
り
、
前
年
度
比
５

７
８
７
万
円
増
の
48
億
４
１
２

４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
交
付
税　
国
の
地
方
財
政

計
画
の
総
額
４
７
９
９
億
円
の

増
額
と
個
別
事
情
な
ど
を
加
味

し
て
、
前
年
度
比
４
億
２
０
０

万
円
増
の
60
億
２
２
０
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。地
方
譲
与
税
、

各
種
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
地

方
財
政
計
画
に
お
け
る
収
入
見

込
み
額
に
基
づ
い
て
試
算
し
て

い
ま
す
。

国
県
支
出
金　
国
庫
支
出
金
は
、

社
会
保
障
関
係
経
費
負
担
金
が

増
大
し
て
お
り
ま
す
が
、
社
会

資
本
整
備
交
付
金
の
減
と
安

全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
交
付

金
の
活
用
完
了
な
ど
に
伴
い
、

前
年
度
比
１
億
７
７
５
９
万
円

会計別予算額
一般会計	 186億5,800万円	（1.4％）

特別会計
国民健康保険	 55億901万円	（0.2％）

老人保健	 0万円	（皆減）

公平委員会	 16万円	（-38.7%）

農業集落排水事業	 3億8,331万円	（-16.1%）

公共下水道事業	 18億3,400万円	（-6.2%）

介護保険	 28億6,470万円	（7.0%）

浮島財産区　	 124万円	（-1.3%）

古渡財産区	 354万円	（-1.9%）

基幹水利施設管理事業	 1億4,192万円	（18.5%）

後期高齢者医療	 8億1,242万円	（2.8％）

企業会計
水道事業	 14億2,231万円	（1.6%）

工業用水道事業	 1,281万円	（47.7%）

合計	 316億4,347万円	（1.0%）

※（　％）は前年度比較

平成23年度予算の概要　総額316億4,347万円

減
の
18
億
５
８
１
１
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
県
支
出
金
は
、
参
議
院
議
員

選
挙
費
、
県
議
会
議
員
選
挙
費
、

国
勢
調
査
費
委
託
金
の
減
が
あ

り
ま
す
が
、
民
間
保
育
所
整
備

事
業
補
助
金
や
社
会
保
障
関
係

経
費
負
担
金
な
ど
の
増
に
よ
り
、

前
年
度
比
８
２
３
８
万
円
増
の

９
億
４
１
２
１
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

市
債　
22
億
１
５
９
０
万
円
と

な
り
、
前
年
度
比
２
億
４
４
１

０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

臨
時
財
政
対
策
債
の
減
が
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

繰
入
金　
財
政
調
整
基
金
や
特

定
目
的
基
金
の
取
崩
し
で
、
４

億
４
２
５
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

▪
一
般
会
計
歳
出

歳
出
総
額
に
占
め
る
割
合
は
、

民
生
費
が
61
億
４
２
３
万
円
と

最
も
高
く
全
体
の
3
分
の
1
を

占
め
て
い
ま
す
。次
に
土
木
費

25
億
２
５
４
６
万
円
、
教
育
費

23
億
３
６
７
１
万
円
、
総
務
費

22
億
５
６
３
３
万
円
の
順
と
な

り
ま
す
。

　
前
年
度
と
比
較
し
て
増
加
し

た
費
目
に
つ
い
て
は
、
議
会
費

繰入金：4億4,250万円

その他：8億5,663万円
一般会計 歳入
186億5,800万円

自主財源
34.1％

市税：48億4,124万円

依存財源
65.9％

議会費、商工費、諸支出金、災害復旧費、予備費

民生費：61億423万円

教育費：23億3,671万円
総務費：22億5,633万円

26.0％

3.0％
繰越金：2億円（1.1％）

地方交付税：60億2,200万円

市債：22億1,590万円

国庫支出金：18億5,811万円

地方譲与税：4億1,100万円

県支出金：9億4,121万円

分担金及び負担金、使用料及び手
数料、財産収入、寄附金

地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、
自動車取得税交付金、地方特例交付金、利子
割交付金、交通安全対策特別交付金、配当割
交付金、株式等譲渡所得割交付金

その他：3億1,493万円

32.7％

13.5％

土木費：
　25億2,546万円

衛生費：16億3,463万円

公債費：13億6,993万円

農林水産業費：9億9,562万円

消防費：9億7,398万円

その他：4億6,108万円
一般会計 歳出
186億5,800万円

その他：1億9,104万円1.0％

一般会計性質別歳出予算　186億5,800万円

義務的経費：80億1,929万円
（人件費、扶助費、公債費）

物件費：
24億1,672万円

補助費等：
29億3,541万円

繰出金：28億6,611万円

43.0％ 13.0％ 15.7％ 15.4％ 　11.9％

投資的経費（普通建設事業費）：
　　　　　22億2,940万円 平成23年度の予算総額は316億4,347万円となり、前年度に対して3億1,568万円（1.0％）

の増となります。その内訳は一般会計で186億5,800万円、特別会計が9会計で115億
5,034万円、水道事業会計と工業用水道事業会計で14億3,512万円となりました。なお、東
日本大震災の災害対策のため、今後大幅な変更を予定しています。（金額は1万円未満切り捨ての
ため、積み上げと合計が一致しません。また、構成比の合計は表示単位未満の四捨五入の関係で、必ずしも
100％になりません）

市民の幸せづくりを進めるために

問い合わせ　稲敷市財政課（江戸崎庁舎）

　　　　　　☎029-892-2000（内線2800）

が
議
員
共
済
負
担
金
の
増
額
に

よ
り
４
５
９
５
万
円
の
増
、
民

生
費
で
障
害
者
自
立
支
援
給
付

事
業
の
増
額
、
特
別
会
計
繰
出

金
の
増
額
や
民
間
保
育
所
整
備

事
業
の
新
規
計
上
な
ど
に
よ
り

４
億
３
８
３
３
万
円
の
増
、
衛

生
費
で
新
規
の
予
防
接
種
を
取

り
入
れ
た
予
防
接
種
事
業
の
拡

充
が
要
因
と
な
り
1
億
１
０
６

７
万
円
の
増
、
消
防
費
で
一
部

事
務
組
合
負
担
金
の
増
な
ど
に

よ
り
６
６
５
８
万
円
の
増
で
す
。

　
一
方
、
減
少
し
た
主
な
費
目

は
、
商
工
費
が
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
事
業
の
え
ど
さ
き
笑
遊

館
改
修
工
事
の
完
了
に
よ
り
１

億
３
６
９
６
万
円
の
減
、
教
育

費
で
新
利
根
地
区
新
設
小
学
校

建
設
事
業
の
新
規
計
上
と
教
育

施
設
の
改
修
工
事
の
増
額
が
あ

り
ま
す
が
、
新
利
根
中
学
校
屋

内
運
動
場
耐
震
補
強
事
業
の
完

了
な
ど
が
要
因
と
な
り
１
億
６

８
５
８
万
円
の
減
、
諸
支
出
金

で
は
預
金
利
息
の
引
下
げ
が
影

響
し
て
、
基
金
積
立
金
の
減
少

に
よ
り
４
２
４
万
円
の
減
で
す
。

　
公
債
費
は
、
ほ
ぼ
前
年
度
と

同
額
の
13
億
６
９
９
３
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

震
災
に
よ
る
災
害
復
興

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
は
、
稲
敷
市

に
も
多
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
、

今
も
そ
の
復
旧
に
全
力
を
尽
く

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
復
興
に
は
、
大
き
な
経

費
が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
今

後
大
幅
な
補
正
予
算
を
行
う
予

定
で
す
。

32.3％

11.9％

10.0％

5.0％
2.2％4.6％

2.4％
1.7％

12.5％

12.1％

8.8％

7.3％

5.3％
5.2％

2.5％

詳細につきましては、稲敷市ホームページを
ご覧ください

諸収入：5億5,444万円
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市総合計画後期基本計画策定のための

昨年の皆様からのご意見（市民意向調査結果概要）
現在、稲敷市では将来のまちづくりの基本方針を定める『稲敷市総合計画後期基本計画』を策定しています。
　これまで、策定にあたって市民意向調査をはじめ、市内で活躍されている各種団体の方々からのヒアリング、無作為に選
ばれた市民意向調査対象者から募った市民討議会などを実施し、多くの市民の方から稲敷市の今後のまちづくりへの意見
や課題などを広くお伺いしたところです。
　しかし、先月、東北地方・関東地方を襲った東日本大震災では、多大な被害を我が国に及ぼし、本市においても、上下水道・
道路などのライフラインの断絶、家屋の倒壊や屋根瓦の崩落、農地などの液状化など、その被害は甚大なものとなりました。
余震の影響はまだ続きますが、この震災を受けて皆さんの意識として変わったこともあろうかと思います。そのため、昨年
実施した市民意向調査結果を皆様にお伝えし、市民の皆様から下記の質問1・2についてご意見をお聞きしたいと思います。
応募方法は電子メール、文書などでお受けいたします。詳しくは下記をご覧ください。

稲
敷
市
の
住
み
心
地
に
つ

い
て

稲
敷
市
の
住
み
ご
こ
ち
に
つ
い

て
は
、
約
半
数
は「
普
通
」と
回

答
し
、「
住
み
や
す
い
」
が
「
住

み
に
く
い
」を
上
回
り
、ど
ち
ら

か
と
言
う
と「
住
み
や
す
い
」街

と
い
う
評
価
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
施
策
へ
の
評
価

に
つ
い
て（
良
く
な
っ
た
施
策
）

よ
く
な
っ
た
と
思
う
施
策
に
つ

い
て
、「
広
報
活
動
・
広
聴
活
動

の
取
り
組
み
」
が
最
も
多
く
、

続
い
て
「
健
康
づ
く
り
の
推
進

に
対
す
る
取
り
組
み
」、「
子
育

て
支
援
の
充
実
に
対
す
る
取
り

組
み
」、「
生
活
排
水
対
策
に
対

す
る
取
り
組
み
」
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
施
策
へ
の
評
価

に
つ
い
て（
今
後
必
要
な
施
策
）

今
後
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
施
策

に
つ
い
て
、「
高
齢
者
福
祉
に

対
す
る
取
り
組
み
」
が
最
も
多

く
、続
い
て「
農
業
・
水
産
業
の

振
興
に
対
す
る
取
り
組
み
」、

「
公
共
交
通
に
対
す
る
取
り
組

み
」、「
地
域
医
療
体
制
の
充
実

に
対
す
る
取
り
組
み
」
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

26.8% 13.6%

3.9%

50.8%

2.2%

2.7%

▪とても住みやすい	 ▪住みやすい
▪普通（どちらともいえない）	▪住みにくい
▪とても住みにくい	 ▪不明

広報活動・広聴活動の取り組み／116人

健康づくりの推進に対する取り組み／82人

子育て支援の充実に対する取り組み／80人

生活排水対策に対する取り組み／77人

道路に対する取り組み／58人

高齢者福祉に対する取り組み／162人

農業・水産業の振興に対する取り組み／149人

公共交通に対する取り組み／135人

地域医療体制の充実に対する取り組み／105人

介護保険制度に対する取り組み／85人

特に満足している点はない／ 502人

旧町村の枠を越えて、公共施設の利用が可
能になり使いやすさが向上した／ 145人

市内で行われるお祭りやイベントの規模が
拡大し、魅力あるものになってきた／115人

市民意向調査の報告と意見募集

合
併
に
対
す
る
評
価
に
つ
い

て（
合
併
後
の
満
足
点
）

合
併
後
の
満
足
し
て
い
る
点
に

つ
い
て
は
、
半
数
以
上
が
「
特

に
満
足
し
て
い
る
点
は
な
い
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
特
に
満
足
し
て
い
る
点
は

な
い
」
を
除
い
た
中
で
、
満
足

し
て
い
る
点
に
つ
い
て
比
較
す

る
と
「
旧
町
村
の
枠
を
越
え
て
、

公
共
施
設
の
利
用
が
可
能
に
な

り
、
使
い
や
す
さ
が
向
上
し

た
。」や「
稲
敷
市
内
で
行
わ
れ

る
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
の
規
模

が
拡
大
し
、
魅
力
あ
る
も
の
に

な
っ
て
き
た
。」
な
ど
の
意
見

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

意
見
応
募
の
方
法

募
集
期
間
：
５
月
10
日（
火
）〜
６
月
１
日（
水
）ま
で
と

し
ま
す
。

対
象
者
：
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
／
市
内
に
在
勤
ま

た
は
在
学
す
る
方
／
市
内
に
事
業
所
等
を
有
す
る
個
人

ま
た
は
法
人
そ
の
他
団
体

提
出
方
法
：
上
記
の
２
つ
の
質
問
に
対
す
る
ご
意
見
に

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、郵
送
、Ｆ
Ａ

Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
、
ご
持
参（
各
庁
舎
総
合
窓
口
）の
い
ず

れ
か
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

（
注
意
事
項
）

▼
記
載
様
式
は
自
由
で
す
。

▼
た
だ
し
、
２
つ
の
質
問
項
目
と
そ
れ
に
対
す
る
意
見

が
わ
か
る
よ
う
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
の
記
載
を
お
願
い
し
ま
す
。

い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
に
つ
い
て
ご
照
会
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。（
記
入
の
な
い
場
合
は
、
提
出
意
見
と
し
て
取
り

扱
わ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

参
考
資
料
の
閲
覧
：
市
民
意
向
調
査
結
果
の
詳
し
い
内

容
は
、
企
画
課
と
各
総
合
窓
口
課
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

（
閲
覧
期
間
は
、意
見
募
集
期
間
と
同
じ
期
間
に
な
り
ま
す
。）

意
見
提
出
先
お
よ
び
問
合
せ
先	

稲
敷
市
企
画
課（
江
戸
崎
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
４
６
０
５
）
／

fax
０
２
９
︲
８
９
３
︲
０
３
８
８
／
電
子
メ
ー
ル
：

kikaku@
city.inashiki.lg.jp

〒
３
０
０
︲
０
５
９
５　
稲
敷
市
江
戸
崎
甲
３
２
７
７

︲
１

※
持
参
の
場
合
は
各
庁
舎
の
総
合
窓
口
課
で
も
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

皆様からのご意見をお聞かせください

質問１　東北地方・関東地方を襲った東日本大震災
による被害の影響が、まだまだ続いていますがこの
震災を受けて、皆さんの意識として変わったことは
何ですか。ご自由にご意見をお聞かせください。

質問２　その他、市民意向調査をご覧になり、稲敷
市に伝えたいことがあれば、ご自由にご意見をお聞
かせください。

市民意向調査結果
■調査時期：平成22年11月7日〜30日
■配布数：2,000人（20歳以上の男女）
■有効回答数：883人（回収率44.2％）

※お寄せいただいたご意見
は後期基本計画の基礎資料と
させていただくものであり、
ご意見に対する回答はいたし
ませんのでご了承願います。

（択一式）

（複数回答）

（複数回答）

（複数回答）
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稲敷市総合計画後期基本計画策定のための市民意向調査の報告と意見募集

気軽に利用できる生涯学習施設
の整備／ 338人

運動場・プール・体育館など
の整備／ 236人

各種講座の多様化による生涯
学習機会の充実／ 185人

企業進出を促進するための環境整
備と税金などの優遇措置／464人

既存の工業団地における優良企業
の安定した操業支援／439人

新たな工業団地の整備促進と優良
企業の誘致／ 387人

新規就業者の育成対策／ 292人

特産品の開発と促進／ 259人

直売施設契約栽培の強化、インターネット利
用などによる農産物の販路拡大／235人

低年齢児保育・延長保育・休日保育の
充実／ 397人

学童保育などの充実／ 321人

子育てに関する相談・情報提供などの
支援対策の充実／ 288人

高齢者でも移動しやすい交通手段の
確保／ 364人

一人暮らしの高齢者や高齢者世帯
対策の充実／ 252人

在宅福祉サービスや在宅保健サービ
スの充実／ 237人

「
老
後
の
生
活
」に
関
す
る
重

点
的
施
策
に
つ
い
て

「
老
後
の
生
活
に
」
に
関
し
て

は
、「
高
齢
者
で
も
移
動
し
や

す
い
交
通
手
段
の
確
保
」
が
最

も
多
く
、
続
い
て
「
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
対

策
の
充
実
」、「
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
在
宅
保
健
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
」
な
ど
の
順
と
な
っ
て
お

り
、
高
齢
者
が
生
活
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、
高
齢
者
の
暮
ら

し
を
支
え
る
交
通
手
段
や
一
人

暮
ら
し
な
ど
高
齢
者
だ
け
の
世

帯
へ
の
対
応
策
、
在
宅
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
児
童
福
祉
」に
関
す
る
重
点

的
施
策
に
つ
い
て

「
児
童
福
祉
」に
つ
い
て
は
、「
低

年
齢
児
保
育
、
延
長
保
育
、
休

日
保
育
の
充
実
」
が
最
も
多
く
、

続
い
て
「
学
童
保
育
な
ど
の
充

実
」、「
子
育
て
に
関
す
る
相
談・

情
報
提
供
な
ど
の
支
援
対
策
の

充
実
」
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
と
し
て
、
親
の
労
働
環
境

に
合
わ
せ
た
児
童
福
祉
対
策
や

様
々
な
情
報
提
供
、
相
談
体
制

な
ど
親
を
支
え
る
様
々
な
支
援

施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
農
業
振
興
」に
お
け
る
重
点

的
施
策
に
つ
い
て

今
後
の
農
業
振
興
で
重
要
な
こ

と
に
つ
い
て
は
、「
新
規
就
農
者

の
育
成
対
策
」が
最
も
多
く
、続

い
て「
特
産
品
の
開
発
と
促
進
」、

「
直
販
施
設
、契
約
栽
培
の
強
化
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
等
に
よ

る
農
産
物
の
販
路
拡
大
」
な
ど

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
た
な
農
業
の
担
い
手
を
育

成
し
て
い
く
こ
と
や
特
産
品
の

開
発
、
販
路
拡
大
な
ど
、
こ
れ

か
ら
稲
敷
市
の
農
業
を
維
持
し

拡
大
し
て
い
く
た
め
の
施
策
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
商
業
振
興
」に
お
け
る
重
点

的
施
策
に
つ
い
て

今
後
の
商
業
振
興
で
重
要
な
こ

と
に
つ
い
て
は
、「
ま
つ
り
、朝

市
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
」

が
最
も
多
く
、
続
い
て
「
江
戸

崎
商
店
街
の
活
性
化
・
再
生（
空

き
店
舗
の
活
用
・
近
代
化
支
援
な

ど
）」、「
既
存
の
大
型
店
を
中
心

と
し
た
沿
道
型
の
商
業
拠
点
の

利
便
性
向
上
」
な
ど
の
順
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
集
客
力
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
や

既
存
の
商
店
街
の
活
性
化
、
さ

ら
に
沿
道
に
立
地
す
る
大
型
店

舗
の
さ
ら
な
る
利
便
性
向
上
な

ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

まつり、朝市などのイベントの開催
／ 351人

江戸崎商店街の活性化・再生（空き店
舗の活用・近代化支援など）／ 333人

既存の大型店を中心とした沿道型の
商業拠点の利便性向上／ 330人

「
土
地
利
用
や
都
市
基
盤
」

に
お
け
る
重
点
的
施
策
に

つ
い
て

今
後
の
土
地
利
用
や
都
市
基
盤

な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
は
、「
道

路
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
」が
最
も
多
く
、
続
い
て「
工

業
団
地
に
お
け
る
優
良
企
業
の

誘
致
」、「
公
共
施
設
の
適
正
配

置
」な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
に
新
た
な
活
力
を
生
み
出

し
、
市
民
の
生
活
利
便
性
向
上

に
つ
な
が
る
道
路
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
へ
の
期
待
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。さ
ら
に
、
稲
敷
市

の
新
た
な
活
力
を
生
み
出
す
た

め
の
工
業
団
地
へ
の
誘
致
、
市

民
の
生
活
に
直
結
し
た
公
共
施

設
の
適
正
配
置
な
ど
へ
の
対
応

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

道路・交通ネットワークの整備／ 346人

工業団地における優良企業の誘致
／ 240人

公共施設の適正配置／ 216人

「
生
涯
学
習
や
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
」
に
関
す
る
重
点
的
施
策

に
つ
い
て

「
生
涯
学
習
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」

に
関
し
て
は
「
気
軽
に
利
用
で

き
る
生
涯
学
習
施
設
の
整
備
」

が
最
も
多
く
、
続
い
て
「
運
動

場
・
プ
ー
ル
・
体
育
館
な
ど
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

施
設
の
整
備
」「
各
種
講
座
の

多
様
化
に
よ
る
生
涯
学
習
機
会

の
充
実
」
な
ど
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
生
涯
学
習
へ
の
市
民
の
要
求

も
様
々
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

多
様
な
利
用
に
対
応
し
た
生
涯

学
習
施
設
の
充
実
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

暮
ら
し
向
き
の
見
通
し
に
つ

い
て

暮
ら
し
向
き
の
見
通
し
に
つ
い

て
、「
わ
か
ら
な
い
」（
約
33
％
）、

「
や
や
暗
い
」（
約
27
％
）、「
暗

い
」（
約
21
％
）と
な
っ
て
お
り
、

将
来
の
不
安
さ
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
「
暗
い
」
と
「
や
や
暗
い
」
を

加
え
た「
暗
い
派
」が（
約
48
％
）

と
な
っ
て
お
り
、
全
体
と
し
て

将
来
を
悲
観
さ
れ
て
い
る
方
が

多
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

14.3% 21.4%

2.6%

32.6% 27.1%

2.0%

▪明るい	 	 ▪やや明るい
▪わからない	 ▪暗い
▪やや暗い	 ▪不明

「
行
財
政
運
営
」に
関
す
る
重

点
的
施
策
に
つ
い
て

「
行
財
政
運
営
」
に
関
し
て
は
、

「
人
材
の
育
成
（
職
員
の
資
質
向

上
）」、「
財
政
の
健
全
化
」、「
定

員
管
理
及
び
給
与
の
適
正
化
」

「
民
間
で
で
き
る
事
業
の
民
営

化
」、「
事
務
事
業
の
簡
素
化
・

効
率
化
」
な
ど
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。市
の
職
員
に
対
す
る

さ
ら
な
る
資
質
向
上
が
求
め
ら

れ
て
い
る
ほ
か
、
安
定
的
な
財

政
運
営
に
対
す
る
期
待
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、
適
正

な
職
員
数
な
ど
効
率
的
な
行
財

政
運
営
に
対
し
て
も
意
見
が
多

く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
へ
の

対
応
も
必
要
で
す
。

人材の育成（職員の資質向上）
／ 251人

財政の健全化／ 225人

定員管理および給与の適正化
／ 222人

生活指導・進路指導・不登校・いじめ
対策への対応／ 445人

確かな学力を目指した着実な基礎的
学習の推進／ 301人

教職員研修等による教職員資質の向
上／ 291人

最
近
の
暮
ら
し
向
き
に
つ
い

て２
〜
３
年
前
の
暮
ら
し
向
き
に

つ
い
て
、「
変
わ
ら
な
い
」（
約
45

％
）が
最
も
多
く
、
続
い
て「
少

し
悪
く
な
っ
た
」（
約
27
％
）、

「
悪
く
な
っ
た
」（
約
18
％
）な
ど

と
な
っ
て
お
り
、
悪
い
と
感
じ

て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
「
少
し
悪
く
な
っ
た
」と「
悪

く
な
っ
た
」
を
加
え
た
「
悪
く

な
っ
た
派
」
が
（
約
45
％
）
と
な

っ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
悪
く

な
っ
て
い
る
方
が
多
い
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。

6.8% 27.3%

1.8%

44.8% 10.8%

1.2%

▪良くなった	 ▪少し良くなった
▪変わらない	 ▪少し悪くなった
▪悪くなった	 ▪不明

合
併
に
対
す
る
評
価
に
つ
い

て（
合
併
後
の
不
満
点
）

合
併
後
の
不
満
や
不
安
な
点
に

つ
い
て
、
は
「
合
併
後
の
役
所

（
中
心
的
な
役
割
を
担
う
役
所
）
が

機
能
面
で
不
便
に
な
っ
た
。」

が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

次
い
で
「
公
共
料
金
が
変
わ
り

負
担
増
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。」

「
行
政
区
域
が
広
く
な
り
、
行

き
届
い
た
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
な
く
な
っ
た
。」
な
ど
の
意

見
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
生
活
に
と
っ
て
合
併

へ
の
不
満
は
多
く
聞
か
れ
る
結

果
と
な
り
、
合
併
し
て
よ
か
っ

た
と
思
え
る
よ
う
改
善
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

合併後の役所（中心的な役割を担う役所）
が機能面で不便になった／ 312人

公共料金が変わり負担増と
なった／ 232人

行政区域が広くなり、行き届いたサー
ビスが受けられなくなった／ 196人

「
学
校
教
育
」に
関
す
る
重
点

的
施
策
に
つ
い
て

「
学
校
教
育
」
に
関
し
て
は
「
生

活
指
導
・
進
路
指
導
・
不
登
校
・

い
じ
め
対
策
へ
の
対
応
」
が
最

も
多
く
、続
い
て「
確
か
な
学
力

を
目
指
し
た
着
実
な
基
礎
的
学

習
の
推
進
」、「
教
職
員
研
修
等

に
よ
る
教
職
員
資
質
の
向
上
」

な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
稲
敷
市
の
未
来
を
担
う
子
ど

も
達
に
対
す
る
教
育
面
に
対
し

て
も
、
教
育
環
境
を
め
ぐ
る

様
々
な
問
題
や
学
力
向
上
、
教

職
員
の
資
質
向
上
な
ど
へ
の
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
工
業
振
興
」に
お
け
る
重
点

的
施
策
に
つ
い
て

今
後
の
工
業
振
興
で
重
要
な
こ

と
に
つ
い
て
は
、「
企
業
進
出

を
促
進
す
る
た
め
の
環
境
整
備

と
税
金
な
ど
の
優
遇
措
置
」
が

最
も
多
く
、
続
い
て
「
既
存
の

工
業
団
地
に
お
け
る
優
良
企
業

の
安
定
し
た
操
業
支
援
」、「
新

た
な
工
業
団
地
の
整
備
促
進
と

優
良
企
業
の
誘
致
」
な
ど
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
企
業
を
呼
び
込
む
税

制
措
置
や
誘
致
へ
の
積
極
的
な

活
動
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る

ほ
か
、
既
存
の
工
業
団
地
に
立

地
す
る
企
業
へ
の
支
援
も
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

（複数回答）

（択一式）

（択一式）

（複数回答）

（複数回答）

（複数回答）（複数回答）

（複数回答）

（複数回答）

（複数回答）

（複数回答）

（複数回答）
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トピックス

子
育
て
情
報
発
信

　

子
育
て
家
庭
の
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
が
完
成

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を

　

沼
田
台
・
時
崎
地
区

総
務
省
統
計
局
で
は
、
６
月
〜

10
月
に
沼
田
台
・
時
崎
地
区
の

一
部
で
「
労
働
力
調
査
」
を
行

い
ま
す
。こ
の
調
査
は
、
就
業

状
況
を
調
べ
経
済
対
策
や
失
業

対
策
な
ど
に
活
か
す
た
め
の
調

査
で
す
。

　
調
査
の
内
容
を
他
に
漏
ら
す

こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。調
査
員
が
各
世
帯
に
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
調
査
開
始
月
：
６
月　
▽
調

査
地
域
：
沼
田
台
・
時
崎
地
区

の
一
部

●
県
企
画
部
統
計
課
人
口
労
働

担
当　
☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲

２
６
４
９

笹本石材（株）創業　　 周年
お陰様で

東　店
稲敷市西代 1202

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0299-78-3301

鹿嶋本店
鹿嶋市宮中 1-10-10

年中無休

営業時間：9：00～18：00

tel.0299-82-1548

佐原店
香取市佐原ホ 335-3

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0478-55-1401

さらに 100 年先の安心を提供させて頂きます 国道５１号線

至 竜ケ崎

至 

佐
原

至 

潮
来
市

● 調法寺 様

● 
ガソリンスタンド 様国

道
１
２
５
号
線

東店
水郷大橋

お見積もり・ご相談無料です。
一度ご来店お待ちしております。

・安心の30年保証
・当社特許製品
・最新の建墓、霊園情報〔　　　　　　　  〕

建墓・氏神様・石商品・庭物・門塀

　
〜
訂
正
〜

広
報
稲
敷
４
月
号
の
Ｐ
10
に
掲
載
し
ま
し
た
資
料
館
講
座

「
古
文
書
講
座
」の
曜
日
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お

詫
び
申
し
上
げ
訂
正
し
ま
す
。

８
行
目

「
※
す
べ
て
火
曜
日
」↓「
※
す
べ
て
日
曜
日
」

▪
液
状
化
被
害
の
支
援
要

望４
月
12
日
、
今
回
の
地
震
に
よ

る
家
屋
や
農
地
な
ど
の
液
状
化

被
害
の
支
援
拡
大
を
求
め
る
要

望
書
を
、
利
根
川
下
流
の
５
市

（
稲
敷
市
、鹿
嶋
市
、神
栖
市
、潮
来

市
、
香
取
市
）の
首
長
ら
と
と
も

に
、
松
本
防
災
担
当
大
臣
な
ど

に
提
出
し
て
き
ま
し
た
。

　
松
本
防
災
担
当
大
臣
か
ら
は
、

「
被
災
地
で
は
様
々
な
状
況
が

出
て
い
る
。我
々
も
支
援
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。」
と
い
う

コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
家
屋
や
農
地
な

ど
の
液
状
化
被
害
の
支
援
拡
充

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

▪
水
質
の
放
射
能
測
定
に

つ
い
て

茨
城
県
に
よ
り
、
各
水
源
な
ど

の
放
射
能
の
測
定
は
、
ほ
ぼ
毎

日
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

▽
４
月
22
日
現
在
の
霞
ヶ
浦
の

検
査
結
果
で
は
、
放
射
性
ヨ
ウ

素
が「
２
・
０
Bq（
ベ
ク
レ
ル
）
／

kg
」、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
「
不

検
出
」
で
基
準
値
を
大
き
く
下

回
っ
て
い
る
状
況
で
、
問
題
あ

り
ま
せ
ん
。

※
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
茨
城
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。本
市
と
水
源
が
同
一

（
霞
ヶ
浦
）の「
龍
ケ
崎
市
」も
し

く
は
「
土
浦
市
」
の
項
目
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.pref.ibaraki.

jp/20110311eq/index12.
htm

l

▽
市
の
上
水
道
施
設
で
も
放
射

能
の
測
定
を
毎
週
行
っ
て
お
り
、

４
月
21
日
の
結
果
で
は
、
放
射

性
ヨ
ウ
素
お
よ
び
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
と
も
に
不
検
出
で
し
た
。

▪
災
害
相
談
窓
口
の
設
置

４
月
５
日
よ
り
東
総
合
窓
口
課

に
「
災
害
相
談
窓
口
」
を
設
置

し
て
い
ま
す
。今
回
の
災
害
に

関
し
て
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
具
体
的
な
各
種
支
援

制
度
な
ど
の
ご
相
談
に
関
し
て

は
、
広
報
稲
敷
４
月
号
で
お
知

ら
せ
し
た
各
担
当
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

●
災
害
相
談
窓
口（
東
総
合
窓
口

課
内
）
／
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０
（
内
線
５
１
０
３
・

５
１
０
４
）

▪
り
災
証
明
の
申
請
に
つ

い
て

り
災
証
明
は
、
災
害
に
よ
り
住

家
な
ど
の
被
害
状
況（
全
壊
・
大

規
模
半
壊
・
半
壊
・
一
部
破
損
）を

公
的
に
証
明
す
る
も
の
で
、
各

種
支
援
を
受
け
る
際
に
必
要
と

な
り
ま
す
。

▽
申
請
窓
口

各
総
合
窓
口
課（
桜
川
庁
舎
は
生

活
環
境
課
）

▽
準
備
い
た
だ
く
も
の

①
り
災
証
明
願
書（
申
請
窓
口
に

あ
り
ま
す
）

②
印
鑑
（
認
印
で
も
可
能
で
す
）

③
写
真
（
被
害
状
況
が
確
認
で
き

る
も
の
数
点
、全
体
と
被
害
部
分
）

　
な
お
、
明
ら
か
に
「
一
部
破

損
（
床
面
積
ま
た
は
時
価
の
20
％

未
満
）」
の
場
合
に
つ
い
て
は
、

被
害
状
況
を
確
認
の
上
、
各
申

請
窓
口
で
「
り
災
証
明
書
」
を

即
日
発
行
い
た
し
ま
す
の
で
、

被
害
状
況
の
判
る
写
真
の
添
付

を
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、全
壊
・
大
規
模
半
壊
・

半
壊
の
被
害
と
思
わ
れ
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
市
の
職
員
が
現

地
調
査
を
行
い
ま
す
。（
敷
地
内

に
立
ち
入
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

▪
被
災
住
宅
補
修
の
た
め

の
無
料
相
談
・
診
断

国
土
交
通
省
で
は
、
被
災
住
宅

の
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
。

専
用
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
の

相
談
の
ほ
か
、
住
宅
瑕か

し疵
担
保

責
任
保
険
法
人
の
検
査
員
が
、

被
災
住
宅
の
補
修
方
法
や
補
修

費
用
な
ど
、
具
体
的
な
相
談
に

対
応
し
ま
す
。

▽
受
付
時
間
：
午
前
10
時
〜
午

後
５
時（
日
・
祝
日
を
除
く
）

▽
相
談
員
に
よ
る
対
面
の
相
談

（
水
戸
市
、
問
合
せ
は
左
記
ま
で
）

／
☎
０
１
２
０
︲
３
３
０
︲
７

１
２（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

▪
生
涯
学
習
施
設
の
再
開

な
ど
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り

臨
時
休
館
な
ど
に
な
っ
て
い
た

生
涯
学
習
施
設
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
一
部
の

施
設
に
お
い
て
は
、
制
限
な
ど
が

あ
り
ま
す
の
で
、ご
確
認
の
上
、ご

利
用
く
だ
さ
い
。）

◆
図
書
館
・
歴
史
民
俗
資
料
館

臨
時
休
館
し
て
い
ま
し
た
市
立

図
書
館
と
歴
史
民
俗
資
料
館
の

復
旧
作
業
が
完
了
し
ま
し
た
の

で
、開
館
い
た
し
ま
す
。

▽
開
館
開
始
：
５
月
10
日（
火
）

〜（
月
曜
日
は
休
館
）

※
図
書
館
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

Ｐ
29
の
「
図
書
だ
よ
り
」
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

●
市
立
図
書
館
／
☎
０
２
９
９

︲
７
９
︲
３
１
１
１

●
歴
史
民
俗
資
料
館
／
☎
０
２

９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

◆
公
民
館
な
ど
の
施
設

震
災
の
影
響
に
よ
り
し
ば
ら
く

の
間
、
利
用
の
制
限
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
各

種
団
体
の
会
議
利
用
の
み
、
公

民
館
な
ど
の
夜
間
利
用
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▽
夜
間
開
始
：
５
月
１
日
〜　

▽
対
象
：
各
種
団
体
の
会
議

◆
利
用
で
き
な
い
施
設

次
の
施
設
は
被
災
施
設
の
た
め
、

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

▽
沼
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー　▽
新
利
根
体
育
館（
小
体
育
室
を

除
く
）　

▽
桜
川
体
育
館

●
稲
敷
市
生
涯
学
習
課
（
新
利

根
庁
舎
）
／
☎
０
２
９
７
︲
８

７
︲
３
４
３
９

震災被害の
 対応などについて

子
育
て
を
支
援
で
き
る
よ
う
な

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
ろ
う
と
、

昨
年
「
子
育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

を
作
る
マ
マ
達
」
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
11
人
の
方
が
応
募
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

打
ち
合
わ
せ
を
繰
り
返
し
、

い
な
し
き
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
ブ

ッ
ク「
す
く
す
く
Ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｌ

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
」、「
ぱ
た
ぱ
た
ｍ
ａ

ｍ
ａ
ｐ
」、「
は
じ
め
て
お
じ
い

さ
ま
・
お
ば
あ
さ
ま
に
な
る
方

へ
」が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　
各
庁
舎
総
合
窓
口
課
で
母
子

手
帳
と
一
緒
に
お
渡
し
し
て
い

ま
す
。す
で
に
母
子
手
帳
を
受

け
取
っ
て
い
る
方
や
、
子
育
て

を
し
て
い
る
方
に
も
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
左
記
の
配
布
場
所
で
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　
稲
敷
市
と
し
て
初
め
て
の
試

み
で
す
の
で
、
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ

ク
を
使
っ
て
の
感
想
や
、
使
い

方
の
ア
イ
デ
ア
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
児
童
福
祉
課

ま
た
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
あ
い
ア
イ
」
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

▽
配
布
場
所
：
各
庁
舎
総
合
窓

口
課
、
市
内
各
保
育
園
、
市
内

各
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■ 「
す
く
す
く
Ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｌ

　
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
」

お
子
さ
ん
の
成
長
の
記
録
や
健

診
な
ど
の
予
定
を
書
き
込
ん
だ

り
、
写
真
を
貼
っ
た
り
、
ご
家

庭
で
思
い
思
い
の
方
法
で
活
用

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。お
子
さ

ん
の
成
長
と
と
も
に
作
り
上
げ

て
い
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

■ 「
ぱ
た
ぱ
た
ｍ
ａ
ｍ
ａ

ｐ
」

母
子
手
帳
ケ
ー
ス
に
入
る
大
き

さ
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
い

つ
も
母
子
手
帳
と
一
緒
に
携
帯

で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま

す
。

■ 「
は
じ
め
て
お
じ
い
さ

ま
・
お
ば
あ
さ
ま
に
な
る
方

へ
」

初
め
て
祖
父
母
と
な
ら
れ
る
方

へ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
す
。

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
７
︲
８

７
︲
３
２
４
７

●
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ

い
ア
イ
」　

☎
０
２
９
７
︲
８

７
︲
７
０
７
０

松本防災担当大臣への要望書を
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フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

お
願
い
会
員
を
募
集
し
ま
す

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業
」
は
、
多
く
の
サ
ポ

ー
タ
ー
（
ま
か
せ
て
会
員
）
の

方
々
に
登
録
を
い
た
だ
き
、
６

月
よ
り
開
設
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
「
子
育
て

の
お
手
伝
い
を
し
て
ほ
し
い

人
」（
お
願
い
会
員
）
を
募
集
し

ま
す
。利
用
す
る
に
は
、「
お
願

い
会
員
」
と
し
て
登
録
が
必
要

で
す
。簡
単
な
登
録
の
書
類
を

記
入
し
て
提
出
す
る
だ
け
で
す
。

※
す
ぐ
に
利
用
す
る
予
定
が
な

く
て
も
登
録
し
て
お
く
と
安
心

で
す
。

▽
対
象
児
：
生
後
６
か
月
児
～

小
学
校
入
学
前　

▽
利
用
料

金
：
１
時
間
６
０
０
円　
▽
利

用
の
流
れ
：
登
録
→
利
用
申
請

→
ま
か
せ
て
会
員
と
の
面
談
・

打
ち
合
わ
せ
→
利
用
→
チ
ケ
ッ

ト
に
よ
る
支
払
い（
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
保
険
に

加
入
）

■ 

ど
ん
な
時
に
お
願
い
で

き
る
の
？

・
パ
パ
・
マ
マ
の
体
調
が
悪
い

の
で
子
ど
も
を
み
て
ほ
し
い

・
急
用
が
で
き
た
け
ど
子
ど
も

は
連
れ
て
い
か
な
い
方
が
い
い

・
時
に
は
ゆ
っ
く
り
お
買
い
も

の
が
し
た
い

・
兄
（
姉
）
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
上
の
子

に
ゆ
っ
く
り
か
か
わ
っ
て
あ
げ

た
い

・
冠
婚
葬
祭
な
ど

・（
パ
パ
か
ら
）最
近
、子
育
て
に

疲
れ
て
い
る
マ
マ
、
少
し
息
抜

き
が
で
き
た
ら
…

●
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ

い
ア
イ
」　

☎
０
２
９
７
︲
８

７
︲
７
０
７
０

行
政
区
と
市
の
パ
イ
プ
役

　

平
成
23
年
度
の
行
政
区
長

区
長
は
地
域
の
要
望
を
と
り
ま

と
め
て
市
に
伝
え
た
り
、
市
か

ら
の
お
知
ら
せ
を
市
民
の
皆
様

に
伝
え
た
り
す
る
な
ど
、
地
域

と
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

活
動
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
平
成
23
年
度
の
正

副
区
長
が
決
ま
り
、
４
月
14
日
、

市
長
か
ら
委
嘱
状
の
交
付
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
区
は
地
域
の
皆
様
の
協

力
と
連
携
に
よ
っ
て
、
よ
り
よ

い
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
一
つ

の
組
織
で
す
。行
政
区
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
は
、

こ
の
た
び
の
大
地
震
の
と
き
な

ど
、
地
域
で
助
け
合
う
体
制
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。自

治
活
動
の
必
要
性
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
自
治
会
（
行
政
区
）へ

の
加
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
稲
敷
市
総
務
課
（
江
戸
崎
庁

舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
２
２
０
９
）

■ 

江
戸
崎
地
区

▽
門
前
第
１:

栗
山
和
彦　

▽

門
前
第
２
：
五
十
嵐
俊
二　
▽

江
戸
崎
田
宿
：
中
桐
信
也　
▽

新
山
：
今
田
和
大　
▽
戸
張
：

山
岡
孝
夫　
▽
浜
新
宿
：
飯
田

健
司　
▽
本
宿
荒
宿
：
中
島
滉

▽
大
宿
：
笹
本
芳
美　

▽
天

王
：
根
本
浩
克　

▽
根
宿
切

通
：
德
永
一
成　
▽
西
町
：
荒

井
雄
次　
▽
犬
塚
本
郷
：
宮
本

勝
巳　
▽
荒
野
：
横
田
悌
次　

▽
稲
波
：
直
井
繁　
▽
小
角
：

水
野
幸
雄　
▽
上
君
山
：
墳
﨑

壽
男　
▽
下
君
山
：
小
林
昌
一

▽
松
山
：
林
恒
雄　
▽
羽
賀
：

岡
澤
弘
重　
▽
村
田
：
荒
井
義

雄　
▽
沼
田
第
１
：
山
岡
登　

▽
沼
田
第
２
：
礒
目
桂
助　
▽

沼
田
台
：
寺
田
登　

▽
小
羽

賀
：
酒
井
睦
男　
▽
時
崎
：
齋

藤
宣
雍　
▽
下
蒲
ケ
山
：
小
島

正
春　
▽
上
蒲
ケ
山
：
池
田
晃

▽
月
出
里
：
市
村
勝
美　
▽
花

指
：
梅
原
重
三　
▽
佐
倉
：
塚

本
隆
一　
▽
鳩
崎
本
郷
：
武
田

省
平　
▽
野
原
：
野
口
英
世　

▽
信
太
古
渡
：
武
藤
裕
治　
▽

岡
：
細
澤
匡　
▽
須
賀
：
伊
藤

秀
男　
▽
椎
塚
：
中
澤
利
一　

▽
駒
塚
：
吉
田
和
夫　

▽
桑

山
：
原
田
市
郎　
▽
南
ケ
丘
：

宇
都
健
蔵

■ 

新
利
根
地
区

▽
寄
居
：
髙
橋
幸
二　

▽
寺

地
：
北
川
一
夫　
▽
新
利
根
新

宿
：
岡
野
輝
夫　
▽
九
軒
：
有

坂
勝
芳　
▽
戌
渡
：
山
口
正
高

▽
伊
崎
太
田
新
田
：
橋
本
行
雄

▽
角
崎
狸
穴
：
坪
井
治　
▽
中

山
：
油
原
十
三
男　
▽
曽
根
：

塚
本
孝
典　
▽
伊
佐
津
：
池
田

高　
▽
太
田
上
：
内
藤
雅
夫　

▽
太
田
下
：
冨
田
満
行　
▽
寺

内
：
横
田
稔　
▽
小
野
：
油
原

順
一　
▽
堀
川
：
根
本
浩
司　

▽
桑
山
新
田
：
中
山
和
昭　
▽

根
本
１
区
：
岡
野
栄　
▽
根
本

２
区
：
澤
邊
三
男　
▽
根
本
３

区
：
櫻
井
昌
芳　

▽
根
本
４

区
：
沼
﨑
好
正　

▽
根
本
５

区
：
藤
田
暢
正　

▽
根
本
６

区
：
本
橋
孝
夫

■ 

桜
川
地
区

▽
浮
島
東
：
宮
本
昇　
▽
浮
島

中
央
：
菊
地
司
郎　

▽
浮
島

西
：
髙
須
力　
▽
須
賀
津
：
宮

﨑
豊　
▽
甘
田
：
小
泉
薫　
▽

四
箇
：
水
飼
博
文　
▽
阿
波
：

富
澤
富
生　
▽
神
宮
寺
：
根
本

文
雄　
▽
柏
木
：
古
山
哲　
▽

羽
生
：
永
野
豊
明　

▽
堀
之

内
：
諸
岡
浩
樹　

▽
桜
川
田

宿
：
小
松
一
也　

▽
桜
川
本

宿
：
大
久
保
治
一　

▽
古
渡

岡
：
廣
本
昌
士　
▽
飯
出
：
松

田
直　
▽
三
次
：
糸
賀
泰
夫　

▽
馬
渡
：
矢
﨑
正
文

■ 

東
地
区

▽
東
１
区
：
坂
本
裕　
▽
東
２

区
：
萩
原
孝
雄　
▽
東
３
区
：

小
島
一
郎　
▽
東
４
区
：
篠
田

裕　
▽
東
５
区
：
椎
名
喜
義　

▽
東
６
区
：
坂
本
泰
助　
▽
東

７
区
：
坂
本
善
男　

▽
東
８

区
：
大
竹
秀
和　
▽
東
９
区
：

坂
本
正
明　
▽
東
10
区
：
鳥
羽

俊
夫　
▽
東
11
区
：
根
本
國
男

▽
東
12
区
：
黒
田
敏
男　
▽
東

13
区
：
永
長
靖
男　

▽
東
14

区
：
米
川
清
一　
▽
東
15
区
：

根
本
眞
一　
▽
東
16
区
：
吉
田

育
生　
▽
東
17
区
：
岡
沢
重
徳

▽
東
18
区
：
川
口
輝
佳　
▽
東

19
区
：
松
本
喜
一　

▽
東
20

区
：
石
橋
和
栄　
▽
東
21
区
：

財
部
二
千
六

※
区
長
名
は
敬
称
略

臨
時
職
員
募
集

　

い
こ
い
の
プ
ラ
ザ
と
下
水
道
課

■ 

い
こ
い
の
プ
ラ
ザ

▽
職
種
：
臨
時
歯
科
衛
生
士　

▽
採
用
人
員
：
１
人　
▽
申
込

期
限
：
５
月
31
日（
火
）ま
で　

▽
申
込
方
法
：
履
歴
書
を
い
こ

い
の
プ
ラ
ザ
へ
提
出　
▽
必
要

書
類
：
履
歴
書
、
免
許
資
格
証

明
書
、
健
康
診
断
書
（
写
し
）　

▽
選
考
方
法
：
６
月
上
旬
に
面

接
を
実
施
し
ま
す（
応
募
者
に
は

後
日
連
絡
）　
▽
採
用
期
間
：
決

定
日
か
ら
６
か
月
間
（
更
新
あ

り
）　

▽
仕
事
内
容
：
高
齢
者

の
介
護
予
防
の
た
め
の
口
腔
相

談
指
導
な
ど　
▽
勤
務
条
件
：

週
３
日
、
１
日
７
時
間
45
分
以

内
の
勤
務
（
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
）　
▽
勤
務
場
所
：

い
こ
い
の
プ
ラ
ザ　
▽
資
格
：

歯
科
衛
生
士
免
許
有
資
格
者　

▽
募
集
条
件
：
60
歳
以
下　
▽

賃
金
な
ど
：
時
給
８
９
０
円

（
他
交
通
費
支
給
）

●
稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
い
こ
い

の
プ
ラ
ザ　
☎
０
２
９
７
︲
６

３
︲
１
０
０
４

■ 

下
水
道
課

▽
職
種
：
一
般
事
務　
▽
採
用

人
員
：
２
人　
▽
申
込
期
限
：

５
月
30
日（
月
）ま
で　
▽
申
込

方
法
：
履
歴
書
を
下
水
道
課
へ

提
出　
▽
選
考
方
法
：
書
類
審

査
お
よ
び
面
接　

▽
採
用
期

間
：
６
か
月
間
（
７
月
か
ら
を
予

定
）　

▽
仕
事
内
容
：
農
業
集

落
排
水
の
加
入
推
進
事
務
（
市

内
訪
問
調
査
、
書
類
整
理
な
ど
）　

▽
勤
務
条
件
：
１
か
月
の
う
ち

13
日
以
内（
土
、日
、祝
日
は
除
く
）、

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
休
憩

１
時
間
）　
▽
勤
務
場
所
：
下
水

道
課
（
東
庁
舎
）　

▽
申
込
条

件
：
普
通
免
許
所
有
者
。稲
敷

市
在
住
で
職
業
に
就
い
て
い
な

い
方
（
緊
急
雇
用
創
出
事
業
と
し

て
実
施
す
る
た
め
、失
業
者
で
あ
る

こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の
を
確
認

し
ま
す
）　
▽
賃
金
な
ど
：
時
給

８
１
０
円（
他
交
通
費
支
給
）

●
稲
敷
市
下
水
道
課（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
９
︲
７
８
︲
３
３
９

３

【営業時間】　午前 9 時 30 分～午後 6 時
【定 休 日】　6 月 14 日（火）
〒300-1412　稲敷市柴崎 9188 番地

TEL.0297-87-7777
 

稲 敷 直 売 所
新鮮野菜市場

●「開店 5周年記念感謝祭」イベント！

●ガーデンコーナーを新設しました！

6月 5日（日）開催

詳しくは 6月 3日の折込チラシでご案内します。

「幸せ花壇づくり」「楽しい家庭菜園」を始めてはいかがですか

こだわり生産者直送の草花や野菜苗を取り揃えております！
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狂
犬
病
予
防
注
射

　

日
程
変
更（
東
地
区
の
み
）

広
報
稲
敷
３
月
号
に
掲
載
し
ま

し
た
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程
で

す
が
、
東
地
区
の
み
日
程
が
変

更
に
な
り
ま
す
。ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■ 

６
月
６
日（
月
）

・
清
久
島
公
会
堂
＝
午
前
９
時

50
分
〜
10
時
10
分

・
橋
向
田
園
都
市
セ
ン
タ
ー
＝

午
前
10
時
30
分
〜
10
時
50
分

・
押
砂
集
落
セ
ン
タ
ー
＝
午
前

11
時
10
分
〜
11
時
30
分

・
佐
原
組
新
田
集
落
セ
ン
タ
ー

＝
午
後
１
時
〜
１
時
20
分

・
手
賀
組
新
田
集
落
セ
ン
タ
ー

＝
午
後
１
時
40
分
〜
２
時

・
大
重
中
央
＝
午
後
２
時
10
分

〜
２
時
30
分

・
六
角
集
落
セ
ン
タ
ー
＝
午
後

２
時
50
分
〜
３
時
10
分

・
曲
渕
公
会
堂
＝
午
後
３
時
30

分
〜
３
時
50
分

■ 

６
月
８
日（
水
）

・
押
堀
公
民
館
＝
午
前
９
時
40

分
〜
10
時

・
結
佐
集
落
セ
ン
タ
ー
＝
午
前

10
時
20
分
〜
10
時
50
分

・
上
之
島
倉
庫
前
＝
午
前
11
時

〜
11
時
30
分

・
西
代
集
落
セ
ン
タ
ー
＝
午
後

１
時
〜
１
時
30
分

・
八
筋
川
開
拓
事
務
所
＝
午
後

１
時
40
分
〜
２
時
10
分

・
本
新
婦
人
ホ
ー
ム
＝
午
後
２

時
20
分
〜
３
時

■ 
６
月
９
日（
木
）

・
光
葉
自
治
会
館
＝
午
前
９
時

20
分
〜
10
時

・
釜
井
田
園
都
市
セ
ン
タ
ー
＝

午
前
10
時
20
分
〜
10
時
40
分

・
伊
佐
部
倉
庫
＝
午
前
11
時
〜

11
時
30
分

・
旧
稲
敷
農
協
伊
崎
支
所
＝
午

後
１
時
〜
１
時
20
分

・
下
須
田
公
民
館
＝
午
後
１
時

40
分
〜
２
時

・
上
須
田
公
民
館
＝
午
後
２
時

10
分
〜
２
時
30
分

■ 

６
月
10
日（
金
）

・
幸
田
集
落
セ
ン
タ
ー
＝
午
前

９
時
〜
９
時
30
分

・
福
田
集
落
セ
ン
タ
ー
＝
午
前

９
時
50
分
〜
10
時
10
分

・
市
崎
集
落
セ
ン
タ
ー
＝
午
前

10
時
30
分
〜
10
時
50
分

・
東
大
沼
集
会
所
＝
午
前
11
時

10
分
〜
11
時
30
分

・
町
田
集
落
セ
ン
タ
ー
＝
午
後

１
時
〜
１
時
20
分

・
清
水
公
民
館
＝
午
後
１
時
40

分
〜
２
時

・
清
水
新
田
団
地
セ
ン
タ
ー
＝

午
後
２
時
10
分
〜
２
時
30
分

・
平
須
集
会
所
＝
午
後
２
時
40

分
〜
３
時

・
脇
川
集
落
セ
ン
タ
ー
＝
午
後

３
時
20
分
〜
３
時
40
分

■ 

６
月
12
日（
日
）

・
東
庁
舎 

午
前
９
時
30
分
〜
11

時
30
分

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
４
４
０
０
）

節
電
に
ご
協
力
を

　

今
後
の
復
興
に
つ
な
が
り
ま
す

今
回
の
地
震
に
よ
り
、
電
力
需

給
の
バ
ラ
ン
ス
が
極
め
て
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。家
庭
や

事
業
所
で
県
民
一
人
ひ
と
り
が

最
大
限
の
節
電
の
努
力
を
す
る

こ
と
が
、
安
定
し
た
電
力
の
供

給
と
今
後
の
復
興
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
春
季
の
電
力
需
要
パ
タ
ー
ン

で
は
、
朝
・
夕
の
２
回
に
電
力

需
要
の
ピ
ー
ク
時
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
時
間
帯
で
の
節
電

対
策
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
特
に
こ
れ
ら
の
時
間

帯
で
の
電
気
使
用
を
控
え
る
な

ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
具
体
的
な
取
組
に
つ
い
て
は
、

茨
城
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。　
※
こ
の
お
願

い
は
、
今
回
の
震
災
で
被
害
を

受
け
た
被
災
者
の
皆
様
な
ど
、

取
組
が
困
難
な
方
に
無
理
に
お

願
い
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

●
県
環
境
政
策
課　
☎
０
２
９

︲
３
０
１
︲
２
９
３
９
／htt

p://w
w
w
.pref.ibaraki.jp/

kankyo/setsuden/index.
htm

l

種
別
が
変
更
と
な
る
場
合
は
、

届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

必
要
な
書
類
な
ど
を
確
認
の
う

え
、
必
ず
届
け
出
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
忘
れ
て
、
未
納
期
間

を
つ
く
ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
特
に
第
３
号
被
保
険
者
の
届

け
出
忘
れ
が
あ
り
ま
す
。第
３

号
被
保
険
者
の
方
は
、
配
偶
者

年
金
コ
ー
ナ
ー

　
変
更
が
あ
っ
た
ら
必
ず
届
け
出
を

こんなとき 変更後の被保険者の種別 届け出先
会社員・公務員になった 第2号被保険者 勤務先
会社員・公務員と結婚し扶養さ
れるようになった 第3号被保険者 配偶者の勤務先

こんなとき 変更後の被保険者の種別 届け出先
退職した 第1号被保険者 市町村
退職し、すぐに再就職した 第2号被保険者 新しい勤務先
会社員・公務員と結婚し扶養さ
れるようになった 第3号被保険者 配偶者の勤務先

こんなとき 変更後の被保険者の種別 届け出先
年収130万円以上になった 第1号被保険者 市町村
配偶者が退職した
（第1号被保険者） 第1号被保険者 市町村
会社員・公務員になった 第2号被保険者 勤務先

の
勤
務
先
へ
届
け
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。ご
心
配
な
方
は
、

年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
第
３
号
被
保
険
者
を

喪
失
し
た
と
き
は
、
市
役
所
へ

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
土
浦
年
金
事
務
所　
☎
０
２

９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１

●
稲
敷
市
保
険
課
（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
６
１
３
）

農
業
者
年
金
受
給
権
者
の
皆
様
へ

　

現
況
届
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

５
月
下
旬
に
農
業
者
年
金
基
金

よ
り
、
農
業
者
年
金
を
受
給
し

て
い
る
方
に
「
農
業
者
年
金
受

給
権
者
現
況
届
」
が
送
付
さ
れ

ま
す
。

　
現
況
届
は
、
年
金
受
給
権
者

の
方
が
年
金
を
受
給
す
る
資
格

が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
毎

年
１
回
確
認
す
る
も
の
で
す
。

■ 

提
出
方
法

現
況
届
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
・
署
名
の
う
え（
押
印
は
不
要
）、

６
月
１
日（
水
）か
ら
30
日（
木
）

ま
で
の
間
に
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
期
限
内
に
提
出
が
な

か
っ
た
場
合
は
、
11
月
の
支
払

い
か
ら
提
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

年
金
の
支
払
い
が
差
し
止
め
に

な
り
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
先
：
各
庁
舎
総
合
窓
口

課
（
東
庁
舎
は
農
業
委
員
会
事
務

局
）

●
稲
敷
市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
東
庁
舎
）　

☎
０
２
９
９
︲
７

８
︲
３
３
８
４

- 自営業・学生など（第1号被保険者）-

- 会社員・公務員（第2号被保険者）-

- 会社員・公務員に扶養されている配偶者（第3号被保険者）-

■問い合せ先
稲敷市須賀津1872-6（聖苑香澄内）☎029-840-6133

　
聖苑香澄での お料理とお飲み物は
売店で お取扱いしております。

協同組合 聖苑香澄売店

＊未就園児教室募集のご案内＊
お問い合わせ先　tel. ０２９-８９２-１０７５ ※幼稚園に興味のある方は、お問い合わせください。

江戸崎みどり幼稚園 ☆みどり幼稚園でお友達や先生と楽しく遊びましょう。
5月から７月で 3回～ 4回位行います。
対象児年齢：平成 19年 4月 2日～20年 4月 1日生まれ

平成 20年 4月 2日～21年 4月 1日生まれ
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平
成
23
年
度　
稲
敷
市
の
高
齢
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

無
料
サ
ー
ビ
ス
も
多
数
あ
り
ま
す

稲
敷
市
で
は
、
介
護
保
険
で
の

サ
ー
ビ
ス
の
他
に
下
記
の
よ
う

な
高
齢
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
高
齢
福
祉
課
高
齢
福

祉
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
高
齢
福

祉
係
（
新
利
根
庁
舎
）　
☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内

線
３
２
５
５
・
３
２
５
６
）

児
童
ク
ラ
ブ

　

夏
休
み
入
所
者
募
集

市
で
は
、
夏
休
み
期
間
、
就
労

な
ど
で
家
族
が
い
な
い
家
庭
の

児
童
を
対
象
に
入
所
者
を
募
集

し
ま
す
。

■ 

対
象
児
童

家
族
（
祖
父
母
も
含
む
）
が
就
労

し
て
い
る
児
童

■ 

開
設
時
間

午
前
８
時
〜
午
後
６
時

■ 

料
金

▽
保
育
負
担
金
：
７
０
０
０
円

▽
ク
ラ
ブ
費
：
２
０
０
０
円
～

４
０
０
０
円

■ 

申
込
手
続
き

入
所
の
ご
案
内
お
よ
び
申
込
書

類
は
各
総
合
窓
口
課
（
新
利
根

庁
舎
は
児
童
福
祉
課
）
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

▽
受
付
期
間
：
６
月
１
日（
水
）

～
６
月
20
日（
月
）　
※
平
日
の

み　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時　
▽
受
付
場
所
：
各
庁
舎
総

合
窓
口
課
（
新
利
根
庁
舎
は
児
童

福
祉
課
）

■ 

注
意
事
項

詳
細
は
、「
入
所
の
ご
案
内
」を

お
読
み
く
だ
さ
い
。

・
柴
崎
地
区
・
根
本
地
区
・
あ

ず
ま
東
地
区
・
あ
ず
ま
西
地
区

児
童
ク
ラ
ブ
は
、
定
員
を
こ
え

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

第
２
希
望
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

・
就
労
証
明
書
な
ど
の
証
明
書

は
65
歳
以
下
の
方
の
全
員
が
必

要
で
す
。

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０
（
内
線
３
４
０

２
）

夏
季
児
童
ク
ラ
ブ

　

指
導
補
助
員
を
募
集

市
内
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
夏
季

期
間
の
指
導
補
助
員
を
募
集
し

ま
す
。夏
休
み
期
間
で
す
の
で
、

特
に
学
生
の
方
（
高
校
卒
業
以

上
）
で
、
子
ど
も
達
と
一
緒
に

遊
べ
る
健
康
な
方
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

▽
募
集
人
数
：
10
人
程
度　
▽

勤
務
日
：
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
の
週
３
日
か
ら
５
日
（
祝

日
を
除
く
）　
▽
勤
務
時
間
：
午

前
８
時
か
ら
午
後
６
時
15
分
ま

で
。ま
た
は
こ
の
内
の
５
時
間

程
度
。　
▽
勤
務
時
期
：
７
月

か
ら
９
月
ま
で
の
間
で
希
望
さ

れ
る
時
期　
▽
資
格
な
ど
：
子

ど
も
が
好
き
で
熱
意
の
あ
る
お

お
む
ね
55
歳
ま
で
の
方
。　
▽

賃
金
：
時
給
８
１
０
円
（
交
通

費
有
り
）　

▽
申
込
み
：
６
月

24
日（
金
）ま
で
に
児
童
福
祉
課

へ
臨
時
職
員
履
歴
書
（
児
童
福

祉
課
に
あ
り
）を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。　
▽
採
用
結
果
：
７
月

８
日（
金
）ま
で
郵
送
で
通
知
し

ま
す
。

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０
（
内
線
３
４
０

２
）

結婚相談  み つ ば 担当：江田

日本仲人連盟加盟
稲敷市光葉 9-127
tel＆fax.0299-79-3855

大きな幸せを！
小さな相談室から

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

　

昨
年
申
請
し
た
方
も
再
度
申
請
を

心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方
が

使
用
す
る
軽
自
動
車
、
ま
た

は
こ
れ
ら
の
方
と
生
計
を
一

に
す
る
方
が
障
が
い
の
あ
る

方
の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自

動
車
は
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
場
合
に
軽
自
動
車
税
が

減
免
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
初
め
て
減
免
制
度
を

受
け
る
方
は
、税
務
課（
桜
川

庁
舎
）
で
申
請
受
付
を
行
い

ま
す
の
で
、
障
害
者
手
帳
・

納
税
通
知
書
・
印
鑑
を
持
参

く
だ
さ
い
。

　
昨
年
と
同
じ
車
両
で
減
免

制
度
を
受
け
る
方
は
各
庁
舎

総
合
窓
口
課
で
も
受
け
付
け

ま
す
。

●
稲
敷
市
税
務
課
（
桜
川
庁

舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
４
５
１
０
）

サービス名 内容 対象者 利用料金など

配食サービス

食事の調理が困難なひとり暮ら
し高齢者などに対して栄養のバ
ランスのとれた食事を配達し、
在宅生活を支援するとともに、
安否確認を行います。

食事の調理が困難なおおむね65
歳以上の在宅のひとり暮らし高
齢者など

朝食＝200円
昼・夕食＝400円

緊急通報シス
テム

急病や事故などの緊急時に通報
できる機器（本体とペンダント型）
を設置し、協力員や消防本部に
通報し速やかに救助を行います。

65歳以上で虚弱なひとり暮らし
の方、高齢者世帯

設置工事費＝無料
緊急通報機器＝貸
与

愛の定期便 週1回、乳酸菌飲料を配布し安
否確認を行います。

65歳以上のひとり暮らしで配布
を希望する方 無料

ふれあい電話 月2回程度、利用者へ電話をか
けて安否確認を行います。

65歳以上のひとり暮らしで希望
する方　※配食サービスを受け
ている方は非該当

無料

徘徊高齢者家
族支援サービ
ス

徘徊の見られる認知症高齢者に
位置情報端末を貸与することに
より、徘徊高齢者の保護を支援
します。

市内に住所を有する徘徊高齢者
の介護者

基本料金＝500円
／月
情報取得料＝100
～ 300円（非課税世
帯は無料）

シルバーカー
購入費補助

高齢者、身体障害者の歩行を容
易にするため、シルバーカーの
購入者に対して補助金を交付し
ます。

65歳以上の方で歩行に支障を来
す方。身体障害者手帳所持者で
歩行に支障を来す方。過去5年
間補助を受けていない方

1人1台まで
5,000円（補助上限）

給食サービス バランスのとれた食事の提供（月
1回）と安否確認を行います。

70歳以上の在宅ひとり暮らし高
齢者など 無料

紙おむつ支給
事業

紙おむつなどを2か月に1回支
給します。　※介護保険料滞納
者へは支給できません

紙おむつを使用している要介護
3以上の在宅高齢者、要介護2の
排泄全介助の在宅高齢者（入院・
施設入所者は非該当）

無料

家族介護慰労
金

4か月以上、ねたきりや認知症の
高齢者を在宅で介護している方
に介護慰労金を支給します。

要介護度4・5と認定された高齢
者を在宅で常時介護する方（介護
保険サービスを利用している方は非
該当　※介護保険サービス中、住宅
改修・福祉用具購入・5日間までのシ
ョートステイは除く）

年3回
（1回あたり6万円）

市では、「広報稲敷」と「ホームページ」に掲載
する有料広告を募集します。会社やお店など
の広告を掲載してみませんか？

▽広報紙（1回）：1枠＝2万円／半枠＝1万円
▽ホームページ（1か月）：1万円

広告募集

●稲敷市秘書広聴課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線 2402）

寝たきり
ゼロ作戦を
応援します

ただいま
無料体験マッサージ受付中！
お気軽にどうぞ

ご存知ですか？
健康保険で在宅マッサージ
が受けられます！

● 龍ケ崎事業所（オリエンタル治療院）
● 稲敷事業所　 （オリエンタル稲敷）
● 取手事業所　 （オリエンタル取手）

〈茨城県〉

〒301-0041　茨城県龍ケ崎市若柴町 2188-9
tel.0297-65-0985   fax.0297-65-3323  携帯 .090-6548-4321 

オリエンタル有限会社

所属：全国保険鍼灸連合会会員　茨城NPO全国鍼灸マッサージ協会会員
お問合せ、ご相談などお気軽にご連絡ください。

マッサージ師募集

平成 23 年 3月に刊行しました「稲敷市くらしのガイドブック」において上記広
告スポンサー様の内容に誤記がありました為、訂正原稿を掲載させて頂きます。
訂正内容：障害保険 → 傷害保険　　　　　　　（株）ゼンリン　つくば支店
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農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収

　

６
月
に
桜
川
地
区
・
新
利
根
地
区
に
て

稲
敷
市
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
収
集
対
策
協
議
会
で
は
、
６

月
に
桜
川
地
区
・
新
利
根
地
区

で
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
的
と
し

た
使
用
済
農
業
用
ビ
ニ
ル
・
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
の
回
収
を
行
い
ま

す
。東
地
区
・
江
戸
崎
地
区
で

の
回
収
は
11
月
か
ら
12
月
を
予

定
し
て
い
ま
す
。排
出
さ
れ
る

方
は
登
録
料
・
処
理
料
を
ご
負

（
農
ビ
・
農
ポ
リ
の
量
、
苗
箱
の
枚

数
）
を
確
認
し
ま
す
。回
収
日

時
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
申

込
者
の
み
に
通
知
し
ま
す
。

●
稲
敷
市
農
政
課
農
林
水
産
係

（
東
庁
舎
）　

☎
０
２
９
９
︲
７

８
︲
３
３
８
５

人
権
擁
護
委
員
を
知
っ
て
い
ま
す
か

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

昭
和
24
年
６
月
１
日
人
権
擁
護

委
員
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
法
務
省
と
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
毎
年

６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
と
定
め
、
人
権
擁
護
委

員
制
度
の
周
知
と
人
権
尊
重
思

想
の
普
及
高
揚
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
地
域
住
民

の
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う

に
常
に
注
意
を
払
い
ま
す
。も

し
、
人
権
が
侵
害
さ
れ
た
と
き

は
、
そ
の
相
談
を
受
け
、
被
害

者
救
済
の
た
め
に
速
や
か
に
適

切
な
処
理
を
行
い
ま
す
。ま
た
、

人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
街

頭
啓
発
や
講
演
会
を
通
じ
て
、

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の

活
動
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
人
権
問
題
な
ど
で
お
困
り
の

方
は
、
人
権
擁
護
委
員
に
相
談

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

人
権
擁
護
委
員（
敬
称
略
）

□ 

南
井
純
雄　

☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
６
４
０

□ 

林
崎
美
代
子　

☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
６
２
５
１

①使用済農ビ＝使用済農ビのみで、黒色、糸入りは回収
しません。※農ビには、統一マーク「農ビ」をブルー系で
プリントしてあります。
②使用済農ポリ＝ハウス等被覆用ポリ、マルチフィルム、
寒冷紗、不織布、遮光シート、果実下敷材、灌水・散水チ
ューブ、マイカ線、苗箱、園芸用育苗トレイ・ポット、肥
料袋、畦シート、ポリコンテナなど

- 回収品目-

担
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
東
地
区
・

江
戸
崎
地
区
へ
の
排

出
を
ご
予
定
の
方
は
、

広
報
10
月
号
に
て
改

め
て
掲
載
し
ま
す
の

で
、
そ
の
時
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■ 

申
込
み
方
法

５
月
31
日（
火
）ま
で

に
、
農
政
課
農
林
水

産
係
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。そ
の
際

に
、住
所
、氏
名
、電

話
番
号
、
回
収
品
目

□ 

酒
井
義
雄　

☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
０
３
３
３

□ 

幸
田
勝
夫　

☎
０
２
９
７

︲
８
７
︲
２
０
４
２

□ 

吉
岡
か
つ
子　

☎
０
２
９

７
︲
８
７
︲
２
８
２
３

□ 

一
鍬
田
忠
夫　

☎
０
２
９

９
︲
７
９
︲
１
３
６
０

□ 

坂
本
秀
子　

☎
０
２
９
９

︲
７
８
︲
０
１
３
２

□ 

遠
藤
政
男　

☎
０
２
９
︲

８
９
４
︲
３
２
１
１

□ 

人
見
み
ど
り　

☎
０
２
９

︲
８
９
４
︲
６
９
２
３

●
稲
敷
市
人
権
推
進
室
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０
（
内
線
３
３
０

０
）

稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
平
成
23
年
度
予
算
な
ど

歳入 歳出
項目 予算額 構成比 項目 予算額 構成比
分賦金及び負担金 3,314,897 91.8 議会費 2,806 0.1
使用料及び手数料 5,150 0.2 総務費 94,590 2.6
財産収入 56 0.0 消防費 3,402,744 94.3
寄附金 1 0.0 公債費 108,114 3.0
繰入金 40,000 1.1 予備費 900 0.0
繰越金 14,800 0.4
諸収入 10,250 0.3
組合債 224,000 6.2
歳入合計 3,609,154 100.0 歳出合計 3,609,154 100.0

老人ホーム特別会計 水防事業特別会計
項目 予算額 構成比 項目 予算額 構成比
歳入 分賦金及び負担金 116,858 99.0 歳入 分賦金及び負担金 8,827 88.6

使用料及び手数料 98 0.1 財産収入 2 0.0
財産収入 14 0.0 繰入金 500 5.0
寄附金 1 0.0 繰越金 500 5.0
繰越金 1,000 0.9 諸収入 132 1.4
諸収入 41 0.0
歳入合計 118,012 100.0 歳入合計 9,961 100.0

歳出 民生費 117,912 99.9 歳出 水防費 9,861 99.0
予備費 100 0.1 予備費 100 1.0
歳出合計 118,012 100.0 歳出合計 9,961 100.0

□市町村別発生状況
龍ケ崎市	 31件
牛久市	 23件
稲敷市	 25件
利根町	 6件
河内町	 2件
美浦村	 9件
火災件数	 96件（昨年より11件増）

□火災種別発生状況
建物	 62件
林野	 4件
車両	 6件
その他	 24件
火災件数	 96件

□市町村別救急出動件数
龍ケ崎市	 2,847件
牛久市	 2,778件
稲敷市	 2,111件
利根町	 591件
河内町	 445件
美浦村	 722件
圏域外	 7件
出動件数	 9,501件（昨年より584件増）

□傷病者程度別搬送状況
軽症	 4,920件
中等症	 3,097件
重症	 867件
死亡	 158件
その他	 1件
搬送人員	 9,043件

□ 一般会計　　　（単位：千円、％）

□ 特別会計　　　（単位：千円、％）

- 平成23年度予算について-

平成22年中の火災発生件数は、96件でし
た。火災が原因で5人の尊い命が失われ、
24人の方が負傷しています。
　出火原因の1位は放火（疑い）で、2位は
こんろ（天ぷら）、3位はたばこでした。

平成22年中の救急出動件数は9,501件でした。事故種別
では、急病が6,016件と最も多く、次いで一般負傷1,225
件、交通事故1,224件、転院545件、その他491件でした。
　救助出動件数は121件（昨年より6件減）で、事故種別では、
交通事故49件、火災事故31件、その他が41件でした。

●
稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合　
☎
０
２
９
７
︲
６
４

- 平成22年消防ミニ白書-

□ 火災　 □ 救急・救助　

︲
３
７
４
１
／http://w

w
w
.

inashiki-kouiki.jp/

く
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
発
行

　

行
政
情
報
や
市
内
地
図
を
掲
載

３
月
に
、
株
式
会
社
ゼ
ン
リ
ン

と
協
同
作
成
し
た
「
く
ら
し
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
が
こ
の
ほ
ど

完
成
し
、
区
長
配
布
に
て
配
布

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、

届
出
・
証
明
の
手
続
方
法
、
福

祉
に
関
す
る
こ
と
、
健
康
・
保

健
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
行
政

情
報
を
網
羅
し
た
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、
市
内
の
地

図
も
掲
載
し
、
交
通
危
険
か
所

を
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

　
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、

各
庁
舎
総
合
窓
口
課
に
も
ご
ざ

い
ま
す
。必
要
な
方
は
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
秘
書
広
聴
課
広
報
広

聴
係
（
江
戸
崎
庁
舎
）　
☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内

線
２
４
０
２
）
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モ
ニ
カ
な
ど
の
バ
ザ
ー
を
開
催

し
ま
す
。バ
ザ
ー
の
売
上
金
は

全
て
募
金
し
ま
す
。

▽
日
時
：
５
月
28
日
（
土
）　

午

前
11
時
〜
午
後
２
時
（
雨
天
時

は
29
日
）　

▽
場
所
：
市
役
所

江
戸
崎
庁
舎
駐
車
場

●
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
イ
ナ
ズ
マ
ッ
ク
ス
」　
☎
０
９

０
︲
２
７
４
１
︲
３
６
８
７

被
災
地
へ
の

救
援
物
資・支
援
金
受
付

市
と
連
携
し
、
救
援
物
資
を
お

預
か
り
し
て
、
直
接
あ
る
い
は

現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
通

し
て
必
要
な
物
資
を
届
け
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
入
物
資

日
持
ち
の
す
る
食
品
、
衛
生
用

品
、衣
類
・
寝
具
な
ど
新
品
、未

使
用
の
物
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
支
援
金

救
援
物
資
の
調
達
や
運
搬
、
被

災
者
支
援
に
必
要
最
低
限
の
経

費
補
助
を
す
る
も
の
で
す
。

※
義
援
金
と
は
異
な
り
ま
す
。

●
中
内
照
夫　
☎
０
２
９
︲
８

４
０
︲
５
５
５
０

不
妊
治
療

治
療
費
助
成
事
業

対
象
者
や
必
要
書
類
な
ど
の
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
竜
ケ
崎

保
健
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▽
対
象
と
な
る
治
療
：
体
外
受

精
、
顕
微
授
精（
平
成
23
年
４
月

１
日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日
に
治

療
が
終
了
し
た
方
）　
▽
助
成
内

容
：
一
回
の
治
療
に
つ
き
最
高

15
万
円
ま
で
。（
年
度
で
２
回
ま

で
申
請
が
可
能
。た
だ
し
、
初
年
度

申
請
の
方
に
限
り
初
年
度
は
３
回

ま
で
申
請
が
で
き
ま
す
が
、
通
算

10
回
ま
で
が
限
度
に
な
り
ま
す
）

●
竜
ケ
崎
保
健
所　
健
康
増
進

課　
☎
０
２
９
７
︲
６
２
︲
２

１
７
２

母
子
家
庭
等

自
立
促
進
講
習
会

申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者
：
母
子
家
庭
の
母
お

よ
び
寡
婦
（
以
前
受
講
し
た
も
の

を
除
く
）　

▽
受
講
種
目
：
医

療
事
務
講
座　
▽
募
集
人
員
：

22
人
程
度　
▽
受
講
期
間
：
６

月
12
日（
日
）〜
11
月
22
日（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時　
※
土
、

日
曜
日
の
22
日
間　
▽
会
場
：

県
立
母
子
の
家　
母
子
福
祉
セ

ン
タ
ー

●
県
立
母
子
の
家　
母
子
福
祉

セ
ン
タ
ー　
☎
０
２
９
︲
２
２

１
︲
８
４
９
７

弁
護
士
会
無
料
相
談

東
日
本
大
震
災

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
で
の
面
談

相
談
の
う
ち
、
東
日
本
大
震
災

に
関
す
る
相
談
の
み
相
談
料
を

免
除
し
ま
す
。予
約
制
に
な
っ

て
い
ま
す
。各
相
談
セ
ン
タ
ー

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
土
浦
相
談
セ
ン
タ
ー　
☎
０

２
９
︲
８
７
５
︲
３
３
４
９

●
鹿
嶋
相
談
セ
ン
タ
ー　
☎
０

２
９
︲
２
２
７
︲
１
１
３
３

●
龍
ヶ
崎
相
談
セ
ン
タ
ー　
☎

０
２
９
︲
８
７
５
︲
３
３
４
９

震
災
募
金
バ
ザ
ー
開
催

イ
ナ
ズ
マ
ッ
ク
ス

江
戸
崎
地
区
の
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
皆
様
か
ら
寄
付
し
て
い
た

だ
い
た
、
体
操
服
、
鍵
盤
ハ
ー

informationくらしと情報

市
長
の
動
向
（
３
月
）

１
日
：
議
会
定
例
会（
東
庁
舎
）

３
日
：
議
会
定
例
会（
東
庁
舎
）

４
日
：
議
会
定
例
会（
東
庁
舎
）

６
日
：
柏
木
地
区
市
政
報
告

会（
柏
木
公
民
館
）

９
日
：
都
市
計
画
審
議
会

（
江
戸
崎
公
民
館
）

16
日
：
議
会
運
営
委
員
会

（
東
庁
舎
）

11
日
：
東
日
本
大
震
災
発
生

直
後
に
災
害
対
策
本
部
設
置
。

災
害
状
況
の
情
報
収
集
お
よ

び
被
災
者
へ
の
支
援
活
動
を

指
示
、避
難
所
設
置

12
日
：
災
害
対
策
本
部
。東

京
都
へ
給
水
車
の
応
援
要
請
、

断
水
地
区
へ
給
水
車
配
備
、

被
災
者
へ
の
炊
き
出
し
を
実

施13
日
：
災
害
対
策
本
部
。断

水
地
区
へ
仮
設
ト
イ
レ
を
配

備
、
独
居
老
人
の
安
否
確
認
、

家
屋
被
害
調
査
を
実
施

14
日
：
災
害
対
策
本
部

15
日
：
災
害
対
策
本
部
。議

会
全
員
協
議
会
（
東
庁
舎
）、

災
害
復
旧
に
関
す
る
緊
急
要

望（
県
庁
）

16
日
〜
19
日
：
災
害
対
策
本

部20
日
：
災
害
対
策
本
部
。福

島
県
か
ら
避
難
者
受
け
入
れ

を
開
始

21
日
：
災
害
対
策
本
部

22
日
：
議
会
定
例
会
（
東
庁

舎
）

23
日
：
災
害
対
策
本
部

24
日
：
災
害
対
策
本
部
。議

会
全
員
協
議
会（
東
庁
舎
）

25
日
：
災
害
対
策
本
部

26
日
：
災
害
対
策
本
部
。消

防
自
動
車
ポ
ン
プ
車
貸
与
式

（
桜
川
庁
舎
）

27
日
〜
30
日
：
災
害
対
策
本

部31
日
：
災
害
対
策
本
部
。原

乳
の
廃
棄
処
理
に
つ
い
て
の

県
へ
の
要
望
書
提
出（
県
庁
）

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し

て
掲
載
い
た
し
ま
す

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
対
応
す
る
、
行
政
特
設

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。震
災

に
対
す
る
支
援
な
ど
に
つ
い
て

「
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
知
り

た
い
」「
困
っ
て
い
る
が
、
ど
こ

に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
」
な
ど
の
ご
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。ご
相
談
は
、無
料
・

秘
密
厳
守
で
す
。

▽
日
時
：
５
月
23
日（
月
）　
29

日（
日
）　
午
後
１
時
〜
５
時　

▽
場
所
：
江
戸
崎
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
パ
ン
プ
2
階　
ま

ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

●
総
務
省
茨
城
行
政
評
価
事
務

所
行
政
相
談
課　
☎
０
２
９
︲

２
２
１
︲
３
３
４
７

行
政
特
設
相
談
所
を
開
設

　
め
ざ
そ
う　
住
み
よ
い　
ま
ち
づ
く
り

●
行
政
苦
情
１
１
０
番
（
相
談

専
用
電
話
）　
☎
０
５
７
０
︲
０

９
０
１
１
０

●
震
災
行
政
相
談
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル　
☎
０
１
２
０
︲
１
８
８

︲
５
７
１

■ 

行
政
相
談
所

毎
月
指
定
の
木
曜
日
に
も
相
談

所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。市
の

行
政
相
談
員
が
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。（
Ｐ
20
参
照
）

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

訪
問
販
売
・
電
話
勧
誘
を
受
け
た
ら

訪
問
販
売
・
電
話
勧
誘
を
受
け

た
ら
、
ま
ず
初
め
に
、
相
手
の

会
社
名
、
氏
名
、
連
絡
先
を
聞

き
ま
し
ょ
う
。名
乗
ら
な
い
の

は
法
律
違
反
で
す
。き
っ
ぱ
り

勧
誘
を
断
り
ま
し
ょ
う
。ま
た

断
っ
て
い
る
の
に
、
勧
誘
を
続

け
る
こ
と
も
違
反
で
す
。

　
契
約
し
て
代
金
の
支
払
い
を

急
が
さ
れ
て
も
、
当
日
の
支
払

い
は
避
け
、
第
３
者
に
相
談
す

る
な
ど
し
、
必
要
な
契
約
だ
っ

た
か
ど
う
か
、
じ
っ
く
り
考
え

ま
し
ょ
う
。契
約
し
た
こ
と
が

悔
や
ま
れ
る
場
合
は
、
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
を
す
る
と
、

支
払
っ
た
代
金
は
返
金
さ
れ
、

受
け
取
っ
て
い
る
商
品
は
そ
の

ま
ま
返
品
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。消
費
者
が
損
害
金
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
３
千
円
未
満
の
商
品

や
、
使
用
し
た
化
粧
品
や
健
康

食
品
な
ど
、
も
の
に
よ
っ
て
は

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
出
来
な
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）　

☎
０
２
９
９
︲

７
８
︲
３
１
１
５

▽
相
談
日
時
：
月
・
水
・
木
・

金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

※
５
月
26
日（
木
）は
セ
ン
タ
ー

休
み

●
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
☎

０
５
７
０
︲
０
６
４
︲
３
７
０

新
入
学
生
に
寄
贈

　

防
犯
ブ
ザ
ー
、蛍
光
反
射
タ
ス
キ
な
ど

交
通
安
全
や
防
犯
な
ど
に
気
を

つ
け
て
も
ら
お
う
と
、
市
内
の

小
中
学
校
新
一
年
生
に
各
団

体
・
企
業
か
ら
寄
贈
が
あ
り
ま

し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

■ 

小
学
校
一
年
生
へ

□ 

傘
（
稲
敷
市
交
通
安
全
母
の

会
・
稲
敷
市
よ
り
）

□ 

防
犯
ブ
ザ
ー
（
常
陽
銀
行
江

戸
崎
支
店
よ
り
）

□ 

学
童
帽
、交
通
安
全
横
断
旗

（
Ｊ
Ａ
共
済
連
・
Ｊ
Ａ
稲
敷
よ
り
）

□ 

防
犯
笛（
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

株
式
会
社
よ
り
）

□ 

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
（
茨
城
県

石
油
業
協
同
組
合
よ
り
）

□ 

黄
色
い
ワ
ッ
ペ
ン
（
株
式
会

社
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル

ー
プ
、
株
式
会
社
損
害
保
険
ジ
ャ

パ
ン
、
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互

会
社
、
第
一
生
命
保
険
株
式
会
社

よ
り
）

■ 

中
学
校
一
年
生
へ

□ 

蛍
光
反
射
タ
ス
キ
（
稲
敷
地

区
交
通
安
全
協
会
よ
り
）

平
成
23
年
度
の
稲
敷
市
親
善
大
使
海
外
派
遣
事
業
は
、
東
日
本

大
震
災
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
稲
敷
市
企
画
課
（
江
戸
崎
庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０（
内
線
２
６
０
３
）
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5月15日（日）	 江戸崎病院（阿波）tel.029-894-2611
	 湯原病院（阿見町）tel.029-887-0310
5月22日（日）	 坂本耳鼻咽喉科医院（戸張）tel.029-892-2627
	 森脇整形外科（阿見町）tel.029-843-7888
5月29日（日）	 角崎クリニック（中山）tel.0297-87-6030
	 かない皮フ科（阿見町）tel.029-888-8188
6月5日（日）	 和田医院（下馬渡）tel.029-894-2412
	 しのつか医院（阿見町）tel.029-888-2450
6月12日（日）	 矢野整形外科医院（浜新宿）tel.029-892-2127
	 印南クリニック（阿見町）tel.029-834-2222
6月19日（日）	 竹尾医院（河内町）tel.0297-86-2436
	 かたやま耳鼻咽喉科（阿見町）tel.029-887-3349
▽診療時間：午前9時〜午後4時
※都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医
茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応。
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：毎日＝午後6時30分〜11時30分／休日昼間
のみ＝午前9時〜午後5時
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定、公衆電話＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
医師が医療相談にお答えします。24時間毎日対応。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

陶芸クラブ	 毎週火、木曜　午後1時～
囲碁教室	 毎週月曜　午後1時〜
カラオケ愛好会	 毎週火、土曜　午後1時30分～
太極拳教室	 6月8日（水）午後1時30分～
ゆきちゃんの音楽会	 6月10日（金）午後2時〜
生花教室	 6月16日（木）午後1時30分～
手話愛好会	 6月17日（金）午後7時～
絵手紙教室	 6月22日（水）午後1時30分〜
茶道教室	 6月23日（木）午前9時〜
料理教室	 6月27日（月）午前10時～
●稲敷市地域交流スペース（特別養護老人ホーム「水郷荘」内）

tel.0299-79-2319

稲敷市地域交流スペース

5月19日（木）	 ふれあいセンター	 弁
5月26日（木）	 東庁舎
6月9日（木）	 ふれあいセンター	 弁
6月16日（木）	 江戸崎公民館
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後1時30分〜4時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制（前日までに）。弁＝弁護士に相談できます　申込：
稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます　問：稲敷市
総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します　問：稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-
2000（内線3300）

心配ごと等合同相談

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障がいなど、乳幼児から児童に
関する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障がいの相
談をお受けします。
▽日時：5月18日（水）、5月25日（水）、6月8日（水）午前10
時〜午後4時　▽場所：各公民館、生涯学習センター、など　
▽申込：予約制
●稲敷市生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

教育に関する相談

市の人口（常住人口）

総人口：46,535（-139）

世帯数：14,797（-25）

※4月1日現在。かっこ
内は前月比

5月の納税
▽納期限：5月31日（火）

・軽自動車税：全期

5月17日（火）　江戸崎庁舎／ 5月18日（水）　東庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付開始
＝5月9日（月）午前8時30分〜午後５時15分／定員＝各会
場6人。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談

informationくらしと情報

生活相談

就職関係情報

労務関係無料相談会

隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日（祝日を除く）、午前9時〜11時30分　
▽場所：新利根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線

3300）

出張就職無料相談会
▽日時：5月18日（水）、6月15日（水）　※毎月第3水曜日　午
前10時～午後3時　▽場所：稲敷合同庁舎（2階会議室）

●県南地区就職支援センター tel.029-825-3410
就活スキル向上セミナー（無料）

▽日時：6月8日（水）午後1時〜4時50分　▽場所：あずま生
涯学習センター　▽内容：エントリーシート・履歴書の書き方
●セキショウ キャリア プラスtel.029-860-5080

稲敷の企業を元気にするための助成金、労使関係トラブル防止
のための就業規則・賃金・労災・雇用・年金などに関する無料
相談を社会保険労務士がお受けします。予約制（前日まで予約可）

▽日時：5月24日（火）午前9時30分～正午　▽会場：江戸崎
公民館　▽対象者：市内企業者および勤務する者。
●稲敷市商工観光課（東庁舎）tel.029-892-2000（内線5207）

精神保健相談
こころのリハビリ（精神デイケア）　

▽日時：5月25日（水）午前10時〜11時30分　▽場所：ふ
れあいセンター　▽申込：予約制
こころの相談　
こころの健康、悩み、病気についての相談をお受けします。
▽日時：5月25日（水）午後1時30分～ 3時30分　▽場所：
ふれあいセンター　▽申込：予約制
●稲敷市社会福祉課（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線

3200）

情報メール配信
市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC用：市HPから
▽携帯用：http://www.city.inashiki.lg.jp/
　　　　  dir.php?code=444
Twitter での情報発信
アカウント　@inashiki_city
http://twitter.com/inashiki_city

情報配信



で・き・ご・と
3-4月

市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（内線2402）

2

5

7

1
入
学
式

市
内
の
学
校
、幼
稚
園
、保
育
所（
園
）で
は
、４

月
に
は
い
り
そ
れ
ぞ
れ
入
学（
園
・
所
）式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。今
年
は
桜
が
少
し
遅
れ
、
花
吹

雪
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
子
ど
も
達

は
そ
れ
ぞ
れ
元
気
に
会
場
に
入
っ
て
い
き
ま
し

た
。そ
れ
ぞ
れ
の
開
催
日
は
次
の
通
り
で
す
。

各
保
育
所（
園
）＝
４
日
、
江
戸
崎
総
合
高
等
学

校・各
中
学
校・各
小
学
校
＝
７
日
、各
幼
稚
園・

認
定
こ
ど
も
園
＝
８
日
（
写
真
＝
江
戸
崎
小
学
校

１
ａ
、み
の
り
幼
稚
園
＝
１
ｂ
）

2
ま
つ
り
は
中
止
に
な
っ
た
け
ど

今
年
は
震
災
の
影
響
で
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ

り
」
は
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
達
は
き
れ
い
に
咲
い
て
く
れ
ま

し
た
。復
興
に
向
け
て
元
気
に
咲
い
て
く
れ
た

花
々
を
観
に
、
週
末
に
な
る
と
た
く
さ
ん
の
方

が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

3
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
回
の
災
害
は
想
像
以
上
に
大
き
な
も
の
で
、

稲
敷
市
も
例
外
で
は
な
く
、
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
し
た
。復
興
に
向
け
て
の
対
策
を
市

と
し
て
も
多
方
面
に
渡
り
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
同
時
に
二
次
被
害
と
も
言
う
べ
き
、
原
発
の

放
射
能
漏
れ
に
よ
る
避
難
民
の
方
達
の
受
け
入

れ
も
行
い
、
一
時
は
30
人
以
上
の
方
が
訪
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
の
災
害
に
対
し
、
た
く
さ
ん
の
皆
様

か
ら
義
援
金
や
市
に
対
す
る
寄
付
金
、
支
援
物

資
、
そ
れ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。心
温
ま
る
ご
支
援
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、物
資
の
受
付
は
終
了
し
ま
し
た
。

写
真
：
３
ａ
＝
江
戸
崎
中
学
校
生
徒
会
（
３
月

24
日
）
／
３
ｂ
＝
避
難
民
へ
の
援
助
物
資
搬
入

（
３
月
27
日
）／
３
ｃ
＝
稲
敷
直
売
所（
３
月
31
日
）

／
３
ｄ
＝
成
田
空
港（
３
月
31
日
）
／
３
ｅ
＝
学

習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
４
月
１
日
）
／
３
ｆ
・
３
ｇ

＝
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
が
避
難
民
を
慰
問

（
４
月
２
日
）
／
３
ｈ
と
表
紙
＝
サ
ー
モ
ン
ア
ー

ム
市
か
ら
寄
附
金
と
励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
４
月
４
日
）
／
３
ｉ
・
３
ｊ
＝
江
戸
崎
音
頭
小

唄
保
存
会
が
寄
付
金
と
梟

ふ
く
ろ
うの

手
作
り
マ
ス
コ
ッ

ト
／
３
ｋ
＝
晃
進
物
流
（
桜
東
バ
ス
職
員
一
同
）

（
４
月
８
日
）／
３
ｌ
＝
つ
く
し
の
会（
４
月
15
日
）

／
３
ｍ
＝
日
赤
奉
仕
団
根
本
支
部（
４
月
15
日
）

■
稲
敷
市 

災
害
復
旧
等
対
策
に
係
る
寄
付
金

１
１
１
件　
４
６
９
万
４
６
６
４
円
（
４
月
18

日
現
在
）

■
日
本
赤
十
字
社 

東
日
本（
東
北
関
東
）大
震
災

義
援
金

93
件
／
２
９
１
万
２
１
１
８
円
（
４
月
18
日
現

在
）

■
救
援
物
資

▽
紙
お
む
つ
や
生
理
用
品
な
ど（
計
：
段
ボ
ー
ル

11
箱
）→
岩
手
県
遠
野
市
、宮
城
県
加
美
町

▽
食
料
品
→
市
内
の
避
難
者

1a

3b

3a

1b

3d

3c

3f

3e

3j

3i

3h

3g

3l

3k

3m
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社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733

広報稲敷平成23年5月号　2425　広報稲敷平成23年5月号

ハートピアいなしきは、開所から4年
目を迎えました。古紙回収の協力など、
皆様の温かいご協力のおかげです。今
年度も、新しい仲間とともに頑張りま
すので、よろしくお願いします。
■ 生活介護事業
▽利用者数：21人
日常生活上の支援や創作的活動などの
機会を提供することで、身体能力、日
常生活能力の維持向上を図る事業です。

活動内容は、自主製作品作りや農作業
（季節の野菜の育成収穫）などを頑張って
います。
■ 自立訓練（生活訓練）事業
▽利用者数：6人
地域生活を営む上での日常生活能力の
向上や、就労に繋げるために必要な支
援や訓練を行う事業です。活動内容は、
自主製作品作りや古紙回収、買物学習
など、様々な行事の中で訓練を行って

　　　ハートピアいなしき います。
■ 就労継続支援事業（B 型）

▽利用者数：30人
生産活動および就労の場の提供により、
自己のスキルアップや訓練などを行う
事業です。作業内容は、請負作業や古
紙回収など、利用者の工賃収入となる
事を主に行っています。

　　　稲敷市地域包括支援センター

　　　災害特例つなぎ小口貸付資金

　　　善意銀行運営事業

稲敷市ボランティア連絡協議会は、現
在40のサークルが施設や地域ニーズ
に合わせたボランティア活動を行って
います。
　そこで、4月から稲敷市ボランティ
アセンターを江戸崎福祉センター内に
開設しました。ボランティアセンター
の活用により、今までにも増した活動
の展開が期待されます。

　　　ボランティアセンター開設　〜ボランティアの拠点に〜

地域包括支援センターでは、高齢者
やそのご家族の介護に関する相談・
心配ごと・悩みなどのほか、健康や
福祉、医療や生活に関することの相
談に応じます。
　高齢者が住み慣れた地域で、その
人らしい生活を送るための相談窓口
です。相談内容は相談者の了解を得
ない限り第三者へ話すことはありま

この貸付資金は、地震災害により被
災し、緊急に生活資金の必要な世帯
に対して貸付を行う制度です。
▽貸付限度額：5万円　▽貸付対象：
生活福祉資金貸付制度の特例緊急小
口資金を申請した世帯。なおかつ、
市内に住所を有し居住する住宅など
が被災した世帯、および市外からの

市民の皆様方からの善意（金銭・物品な

どの芳志）を福祉に結ぶ「善意のかけ橋」
となって事業を展開しています。使用
済み切手は、茨城県社会福祉協議会で
取りまとめ、県内のボランティア活動
団体に助成されます。（敬称略・順不同、

２月１日～３月３1日）

坂本勝成＝9,785円／ふれあい芸能
福祉会＝22,878円／ユニー株式会社
アピタ佐原東店＝55,433円／村松清
美税理士事務所＝100,000円／江戸
崎保育園父母の会＝60,000円／稲敷
市ボランティア連絡協議会＝50,000
円／匿名7件＝70,400円／沼崎加津
男＝紙おむつ／退職公務員連盟新利根
班タオル＝50本・洗剤1本／稲敷市
社会福祉課＝使用済み切手
■ 江戸崎福祉センター避難者（福島

県からの避難者）への寄付
小林任子＝衣類1着・湿布25袋・爪切
り1個／村松清美税理士事務所＝
DVD5本・DVDプレーヤー・衣服10
着／青木英男＝饅頭12パック・餅
4kg／鈴木一男＝ラジオ2台／茂木香
代子＝ラジオ3台・単三電池12本／
岡遊亀クラブ＝10,000円

せん。
　相談は無料ですので、一人で抱え
込まずにご相談ください。まずはお
電話にてお問い合わせください。
▽相談時間：月～金曜日　午前8時
30分～午後5時15分
●稲敷市地域包括支援センター
tel.029-834-5353

避難世帯で市内での生活が当分続く
ことが予想される世帯。　▽返済期
間：1年間　▽必要書類：小口貸付
資金申請書、身分を証明できる書類、
り災証明、印鑑、その他必要に応じ
て求める書類
●稲敷市社会福祉協議会　tel.029-
892-5711

ボランティア募集
これからボランティアをしたい方、行動を起こし
たい方、出来る時に、出来ること（活動）から始め
てみませんか。
　当センターでは、団体および個人ボランティア
の登録を受け付けています。
■ こんなボランティア活動
・独居高齢者の見守り
・児童の見守り
・近所のゴミ拾い
・災害時の活動
・特技を生かした活動
　この他、どんな活動でも結構です。高齢者・障が
い者・児童など、地域の方々のために活動してみ
ませんか。
　申込方法は、社会福祉協議会へお問い合わせく
ださい。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711

登録

依頼

ボランティア活動をしたい方

ボランティア活動を必要とする方

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ボランティアセンターには、登録ボラ
ンティア情報とボランティア活動の依
頼情報があります。
センターは仲介となり、ボランティア
に関する情報を紹介していきます。

ボランティアセンター

ボランティア活動の際に、着用してい
ただくユニフォームを作成しました。



●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

行事予定（5月15日〜6月15日）
午前9時45分〜
2歳児歯科健診
▽江戸崎保健センター：5月18日（水）

午後1時〜　対象＝平成21年3月27
日〜4月22日生まれ
3歳児健診
▽江戸崎保健センター：5月17日（火）

午後1時〜　対象＝平成20年3月25
日〜4月10日生まれ　
子育てひろば
▽江戸崎保健センター：6月6日（月）　

対象＝平成22年11月～ 12月生まれ
内容＝赤ちゃんとのふれあい遊び、生

詳しくは、3月に配布しましたすくす
くカレンダーをご覧ください。
予防接種（予約制、定員有）

■三種混合
▽東保健センター：6月10日（金）

■ポリオ
▽江戸崎保健センター（桜川保健センタ

ーから変更）：5月16日（月）

▽江戸崎保健センター：6月6日（月）

3か月児健診
▽江戸崎保健センター：6月15日（水）

活リズム、事故防止について
離乳食相談
▽東保健センター：5月19日（木）午前
10時〜　内容＝身体計測・栄養相談・
育児相談

稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680

子育て

　　　総合健診申込
総合健診受診希望の方は、健康増進課（ふれあいセンター）ま
で電話または来所にてお申し込みください。内容について
は、平成23年度稲敷市保健行事予定表をご覧ください。
■東地区
▽健診日：7月２日（土）、3日（日）、4日（月）　▽会場：東
保健センター　▽申込受付：6月2日（木）、3日（金）午前8
時30分〜午後5時15分
■桜川地区
▽健診日：7月14日（木）、15日（金）、16日（土）　▽会場：
未定（行事予定表では、桜川運動公園体育館となっていましたが、

未定といたしますのでご注意ください）　▽申込受付：6月16
日（木）、17日（金）午前8時30分〜午後5時15分

　　　乳がん子宮がん医療機関
　　　検診受診券の交付
5月9日より乳がん・子宮がん医療機関検診の受診券を交
付します。

　医療機関での検診をご希望の方は健康増進課で受診券交
付申請をしてください。（交付期限：平成24年2月29日）

女性特有のがん検診推進事業対象の方には、クーポン券を
6月頃郵送いたします。詳しくは、平成23年度稲敷市保健
行事予定表をご覧ください。

　　　おたふくかぜ・みずぼうそう
　　　ワクチン接種の補助開始
5月よりおたふくかぜ・みずぼうそうワクチン接種の補助
を開始いたします。
　補助については次のとおりです。
▽対象年齢：1歳から4歳未満児　▽補助金額：おたふく
かぜ・みずぼうそう　各1回のみ3,000円　▽補助の方
法：予約後ふれあいセンターにおいて申請　▽接種医療機
関：市内契約医療機関
詳細については健康増進課へお問い合わせください。
●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター）tel.0297-87-
6111
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パパ・ママとあそぼう
普段、忙しいパパもお仕事を忘れてお
子さんと思いっきり遊んでみません
か？パパやママとたっぷり触れ合っ
て、楽しいひとときを過ごしましょう！
▽日時：6月11日（土）午前10時30分
〜正午　▽場所：子育て支援センター
あいアイ　▽人数：50組　▽申込：6
月3日（金）まで　※月〜金曜日午前8
時30分〜午後5時15分（祝日を除く）

あいアイ つばさ・ひまわり
〜絵本の広場〜
お子さんが本と仲良くなるきっかけ
は、読んでもらうこと、読み聞かせの
中から本の手ざわり、おもしろさを
知って頂くことです。絵本の読み聞か
せの広場は、めくる楽しさから見て楽
しむまで年令問わず楽しめます。
▽日時：つばさ6月2日（木）午前10
時〜 　▽対象：0歳児から就園前のお
子さんと保護者

あそびの広場日程 5月
18日（水）	 桜川総合公園で遊ぼう（どなたでも）

19日（木）	 給食体験（離乳食完了児）

24日（火）	 英語で遊ぼう（どなたでも）

26日（木）	 赤ちゃん集まれ！！（首座り〜１歳頃）

6月
1日（水）	 手芸講座（どなたでも）

2日（木）	 絵本の広場（どなたでも）

7日（火）	 小麦粉粘土で遊ぼう（どなたでも）

9日（木）	 わらべうたで遊ぼう（どなたでも）

15日（水） 	 モビールを作って飾ろう（どなたでも）

ひまわり
▽時間：午前10時〜11時30分（製作・講座）

5月
20日（金）	 給食体験（離乳食完了児）

25日（水）	 英語で遊ぼう（どなたでも）　
27日（金）	 小麦粉粘土で遊ぼう（どなたでも）

31日（火）	 エアロビでリフレッシュ（どなたでも）

6月
3日（金）	 赤ちゃん集まれ！！（首座り〜１歳頃）

8日（水）	 おさがりリサイクル（どなたでも）

10日（金）	 羊毛フェルト（どなたでも）

14日（火）	 ソフトダンスでリフレッシュ（どなたでも）

あいアイ
▽時間：午前10時30分〜11時30分 ▽対象：0歳〜就園前
▽予約制（すくすくday は予約不要、午前10時〜）

※下記日程以外でも、開館時間中（平日の午前9時～午後4時）

は予約なしで自由に遊べます。
5月
17日（火）	 体をうごかしてあそぼう／桜川公民館
18日（水）	 体をうごかしてあそぼう／東保健センター
20日（木）	 ママとあそぼう（ハイハイ〜よちよち） ／あいアイ
24日（火）	 ベビーマッサージ（赤ちゃん）／あいアイ
25日（水）	 すくすくday ／東保健センター
26日（木）	 誕生会（5月生まれ）／あいアイ
6月
1日（水） 	 リズムあそび（1歳半〜）／あいアイ
3日（金）	 リズムあそび／江戸崎保健センター
6日（月）	 リズムあそび／東保健センター
10日（金）	 リズムあそび／桜川公民館
11日（土）	 パパ・ママとあそぼう／あいアイ
15日（水）	 すくすくday ／東保健センター
つばさ
▽時間：午前10時〜11時30分（製作・講座）

設定日以外も毎日開設しています。（午前9時〜午後4時）

△お楽しみ会の様子



生涯学習
	 ●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）	 tel.0297-87-3439
	 	 fax.0297-87-5306

	 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
	 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
	 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
	 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

各種大会結果
　　　軟式野球、 ソフトボール

新利根公民館図書室

新着図書
「尾木ママの黙ってられない！」尾木
直樹、「菜の子先生の校外パトロール」	
富安陽子、「野球にときめいて」王貞治、
「ひとりの品格」川北義則、ほか

桜川公民館図書室

新着図書
「ユダヤ人大虐殺の証人ヤン・カルス
キ」ヤニックエネル、「子連れお出かけ
らくらくマナー」葦野そら、「ハウス・
オブ・ヤマナカ」朽木ゆり子、「いい日
にしよう、ね！」細谷亮太、ほか

す。不明な点については図書館までお
問い合わせください。
　ご不便、ご迷惑をおかけしたことを
お詫び申し上げます。

江戸崎公民館図書室

新着図書
「スパイクス」あさのあつこ、「いねむ
り先生」	伊集院静、「はとの神様」関口
尚、「しっぽちゃん」群ようこ、「おやこ
劇場」今井絵理子、「空也上人がいた」	
山田太一、「人生の四苦八苦」車谷長吉
「老いへの不安」春日武彦、「三姉妹と
忘れじの面影」赤川次郎、ほか

市立図書館

5月10日に開館します
東日本大震災による被災のため臨時休
館していましたが、復旧作業が終了し、
5月 10 日（火）から通常の図書館業
務を開始致します。
　なお、水曜日につきましても節電の
ため開館時間は午前 9時から午後 5
時までとなります。
　休館により返却できずにいた資料は
期限を過ぎていても延滞とはなりませ
んので、カウンターにお持ちください。
震災により汚れたり壊れたりしたもの
でも、そのまま返却いただいて結構で

〜茨城ゴールデンゴールズ稲敷後援会　会員募集〜
茨城ゴールデンゴールズ稲敷後援会では平成23年度
の後援会会員を募集しています。ゴールデンゴールズ
を心から応援していただける方ならどなたでも入会で
きます。
■会員特典
　①会員証の発行、②入会記念グッズ（ピンバッチ）、
　③選手、スタッフとの交流会、④球団からの予定な
　どを会報にて配布、⑤その他イベントなどへの参加
　優遇
■会員区分と年会費
　個人会員：1口　3,000円／年
　法人会員：1口　10,000円／年

■お申し込み方法　
所定の申込用紙必要事項を記入し、年会費を添えてお申
し込みください。詳細は稲敷市ホームページ（http://

www.city.inashiki.lg.jp/index.php?code=807）をご覧くだ
さい。
■お問い合せ先
　茨城ゴールデンゴールズ稲敷後援会事務局（稲敷市 生

涯学習課内）

　〒300–1492　稲敷市柴崎7427
　tel.0297–87–3439　fax.0297-87-5306
　メールアドレス　　gg@city.inashiki.ibaraki.jp
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〜特別整理期間〜
図書館・図書室が蔵書点検のため休館とな
ります。

【図書館】
5 月 31日（火）、6月 3日（金）～ 15日（水）、
毎週月曜日、6月 30日（木）

【新利根公民館図書室】【桜川公民館図
書室】
6 月 3日（金）～ 15日（水）、毎週月曜日

【江戸崎公民館図書室】
5月31日（火）、6月20日（月）～28日（火）、
毎週月曜日

〜貸出し点数を増やします〜
下記の期間は貸出し点数を増やします。ぜひご利用ください。

【図書館】【新利根公民館図書室】【桜川公民館図書室】
本：1人 10冊まで

5月20日（金）〜6月2日（木）／ 6月16日（木）〜19日（日）

DVD、ビデオ、CD：1人6点まで
5月27日（金）〜6月2日（木）／ 6月16日（木）〜19日（日）

【江戸崎公民館図書室】
本：1人 10冊まで

5月20日（金）〜6月19日（日）　
DVD、ビデオ、CD：1人6点まで

5月27日（金）〜6月19日（日）

軟式野球大会結果
4月3日、10日の2日間にわたり新利
根、江戸崎の2球場において、第12回
軟式野球大会が参加10チームで盛大
に開催されました。
優勝＝江戸崎ギャランドゥ
準優勝＝新撰組
3位＝Maybe 、パイレーツ
MVP＝黒田宏幸（江戸崎ギャランドゥ）

敢闘賞＝今泉智光（新撰組）

ソフトボール連盟春季大会結果
4月3日、白鷺球場を会場に、ソフト
ボール連盟春季大会が開催されまし
た。

　参加5チームの白熱した戦いが繰り
広げられました。
優勝＝アイ・ドリーム

準優勝＝田園クラブ
3位＝江戸崎ベアーズ

△江戸崎ギャランドゥ
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は
信
太
郡
に
属
し
て
い
ま
し
た
。

同
郡
は
平
安
時
代
末
期
に
皇
室

領
荘
園
と
な
り
、
鎌
倉
時
代
末

期
に
は
皇
室
か
ら
東
寺
に
寄
進

さ
れ
、
南
北
朝
時
代
に
は
荘
園

名
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

室
町
時
代
以
降
は
山
内
上
杉
氏

や
土
岐
原
氏
の
支
配
下
に
あ
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

江
戸
時
代
初
期
に
は
内
藤
氏

が
信
太
郡
内
に
所
領
を
持
っ
て

い
ま
し
た
。寛
永
一
〇
年（
一
六

三
三
）
志
摩
国
鳥
羽
に
転
封
と

な
っ
た
内
藤
氏
の
領
地
に
「
月

出
村
」
の
名
が
見
え
ま
す
。月

出
村
は
天
和
期
（
一
六
八
一
〜
一

六
八
三
）
に
関
宿
藩
主
と
な
っ

た
牧
野
氏
、
同
氏
の
後
関
宿
藩

主
と
な
っ
た
久
世
氏
の
所
領
に

そ
の
名
が
見
え
、
明
治
維
新
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

関
宿
藩
領
で
あ
っ
た
月
出
村

は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の

廃
藩
置
県
で
新
治
県
管
轄
と
な

り
ま
し
た
。明
治
八
年
に
は
新

生
茨
城
県
が
誕
生
し
、
茨
城
県

信
太
郡
月
出
里
村
と
な
り
ま
し

た
。な
お
月
出
村
は
、
明
治
初

年
に「
里
」の
字
を
加
え
て「
月

出
里
村
」
と
称
し
た
よ
う
で
す
。

明
治
二
二
年
に
は
沼
里
村
の
大

字
、
昭
和
二
九
年
に
は
江
戸
崎

町
の
大
字
、
平
成
一
七
年
に
は

稲
敷
市
の
大
字
地
名
と
な
っ
て

い
ま
す
。

２
．月
出
里
の
地
名

　

ア「
月
出
」と「
ス
ダ
」

「
月
出
」
の
地
名
由
来
に
つ
い

て
、
地
名
辞
典
は
地
内
に
上
谷

原
と
い
う
字
地
名
が
あ
り
、
湿

地
帯
・
洲
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ

る
と
し
て
い
ま
す
。ス
ダ
（
須

田
）
と
は
洲
や
洲
に
開
か
れ
た

田
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。ス
ダ

チ
の
名
が
須
田
の
地
（
須
田
地
）

と
関
係
深
い
こ
と
は
十
分
考
え

ら
れ
ま
す
。理
由
は
は
っ
き
り

し
ま
せ
ん
が
、
須
田
地
を
「
月

出
」
と
表
記
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

　

イ「
月
出
」の
名
の
由
来

著
名
な
歴
史
地
理
学
者
吉
田
東

伍
は
そ
の
著
の
中
で
、「
ス
ダ

チ
に
月
出
の
字
を
仮
れ
る
こ
と

そ
の
故
を
知
ら
ず
」と
し
て「
月

出
」
の
文
字
を
当
て
た
理
由
に

つ
い
て
匙（
さ
じ
）を
投
げ
て
い

ま
す
。不
肖
な
私
の
手
に
負
え

る
代
物
（
し
ろ
も
の
）
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
一
応
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

月
の
初
め
の
日
を
ツ
イ
タ
チ

（
月
立
）、
月
の
最
終
日
を
ツ
ゴ

モ
リ
（
月
隠
）
と
言
い
ま
す
。人

間
の
生
活
、
特
に
農
耕
で
は
月

が
基
準
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
月
の
出
は
美
し
い
も
の
で

す
。そ
の
美
し
い
月
が
空
高
く

昇
っ
て
行
く
よ
う
に
村
落
も
繁

栄
し
て
欲
し
い
と
の
願
い
を
こ

め
て
、「
月
出
」と
表
記
し
た
の

で
し
ょ
う
。ま
た
ス
ダ
チ
に
は
、

雛
鳥
が
巣
立
っ
て
成
長
し
て
い

く
よ
う
に
村
落
も
発
展
し
て
欲

し
い
と
の
願
い
も
こ
め
ら
れ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
。こ
の
よ
う

な
願
い
を
こ
め
て
、
佳
名
と
し

て
「
月
出
」
の
文
字
を
用
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。月
出
に
「
里
」

の
字
を
加
え
て
「
月
出
里
」
に

変
え
た
の
は
、
優
雅
で
よ
り
地

名
ら
し
く
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。

　

な
お
月（
つ
い
）立（
た
ち
）は

月
が
初
め
て
出
る
日
の
こ
と
で

月
の
出
と
同
じ
で
す
が
月
（
ツ

キ
・
ツ
イ
・
ツ
）が「
ス
」に
転
訛

す
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
残
り

ま
す
。恐
ら
く
雛
の
巣
立
ち
と

月
の
出
を
同
一
視
し
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
０
２

９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

地名由来 地名数
洲・洲に開かれた田 3
開発者等の名 2
その他 2
合　計 7

スダの地名由来

須田の地名は全国で25
か所。そのうち地名由来
のあるもの７か所

注：1と2は鹿島神社、3は沼里川、4は花指川

1

2

3 4

生
き
も
の
の
動
く
気
配
や
四
月
盡じ
ん	

坂
本
美
園（
戸
張
）

春
ぬ
く
し
犬
と
温
み
を
分
ち
合
い	

増
田
み
き
お（
羽
賀
）

変
は
ら
ざ
る
ま
ま
の
畦
道
犬
ふ
ぐ
り	

溝
口
民
城（
高
田
）

啓
蟄
や
液
状
化
な
る
泥
の
帯	

石
井
忠（
橋
向
）

白
昼
夢
大
震
と
会
ふ
春
の
禍	

矢
口
由
里
子（
西
町
）

春
め
け
ど
地
震
の
報
道
鳴
り
止
ま
ず	

岡
村
敏
子（
新
山
）

春
昼
を
戻
つ
て
土
間
の
暗
さ
か
な	

青
木
啓
泰（
本
宿
）

父
の
も
の
祖
父
の
も
の
あ
り
春
着
き
る	

酒
井
重
雄（
小
羽
賀
）

一
陣
に
つ
づ
き
二
陣
の
鳥
帰
る	

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

静し
じ
ま寂
裂
く
雉
の
一
声
昼
下
り	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

畑
打
ち
の
鍬
の
光
や
今
昔	

川
崎
典
雄（
鳩
崎
）

巨
大
地な

ゐ震
脅
威
に
震
え
春
い
づ
こ	

福
本
き
み
え（
新
山
）

ひ
と
り
住
む
娘
気
に
な
る
お
ぼ
ろ
月	

笠
間
円（
駒
塚
）

何
事
も
な
き
か
に
朝
の
鶯
は	

篠
田
啓
子（
新
山
）

被
災
地
に
又
雪
降
る
や
彼
岸
果
つ	

細
川
悦
子（
荒
宿
）

震
災
の
国
を
離
れ
て
鳥
帰
る	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

健
や
か
に
孫
へ
小
さ
き
鯉
の
ぼ
り	

松
田
敬
子（
岡
飯
出
）

退
職
の
子
の
賞
状
や
風
薫
る	

根
本
ナ
カ（
神
宮
寺
）

シ
ャ
ガ
の
花
遊
び
し
庭
の
懐
か
し
く	

松
田
和
美（
下
馬
渡
）

春
宵
の
月
が
綺
麗
と
庭
の
声	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

初
花
や
名
主
の
墓
は
一
列
に	

飯
嶋
伊
津
子（
阿
波
）

地
蔵
尊
静
か
に
佇
ち
て
花
の
下	

埜
口
信
子（
阿
波
）

余
震
な
ほ
空
に
木
蓮
白
深
し	

大
久
保
晴
代（
古
渡
）

お
手
玉
や
お
は
じ
き
石
け
り
綾
取
り
と
昭
和
の
遊
び
は
お
し
な
べ
て
優
し	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

震
災
で
瓦
礫
の
中
に
子
を
捜
す
彷
徨
う
親
子
の
姿
映
せ
り	

内
田
君
代（
沼
田
）

小
さ
き
地
震
の
後
に
し
来
た
る
大
地
震
立
つ
に
も
立
て
ず
這
ひ
て
戸
を
繰
る	

坂
本
緑（
鳩
崎
）

花
び
ら
の
張
り
つ
く
傘
を
た
た
む
夜
夢
に
匂
う
は
君
の
濡
れ
た
髪	
根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

今
も
ま
だ
余
震
が
続
く
大
地
震
生
き
て
る
だ
け
で
幸
せ
で
あ
る	
松
本
静
子（
西
町
）

暗
闇
を
余
震
の
揺
れ
に
眠
ら
れ
ず
被
災
地
の
人
々
如
何
な
る
夜
を	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

口
大
き
く
開
け
て
吊
ら
れ
し
鮟
鱇
は
海
の
青
出
て
空そ
ら

呑
む
ら
し
も	

及
川
良
三（
佐
倉
）

な
つ
か
し
き
友
に
会
い
た
る
心
地
ぞ
す
雛
さ
ま
飾
る
春
の
一
日	

財
部
睦
美（
光
葉
）

道
の
辺
に
日
本
水
仙
一
列
に
年
々
咲
け
る
通
院
な
が
き	

酒
井
盟
子（
羽
賀
）

あ
わ
い
よ
き
畑
に
葱
苗
植
え
お
れ
ば
背
に
や
わ
ら
か
く
春
の
雨
降
る	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

三
月
の
雪
の
は
か
な
さ
降
り
な
が
ら
ど
さ
り
ど
さ
り
と
屋
根
よ
り
落
つ
る	

川
村
と
み（
堀
川
）

庭
先
に
平
和
の
使
い
か
鳩
き
た
る
初
春
の
朝
を
一
人
和
め
り	

椎
木
道
代（
柴
崎
）

敷
石
に
フ
ル
ー
ト
の
音
色
で
舞
う
落
ち
葉
春
の
調
べ
が
聞
こ
え
る
よ
う
な	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

ケ
ン
ケ
ン
パ
昨き
の
う日
遊
び
し
跡
形
を
児
は
探
し
居
る
雨
あ
と
の
庭	

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

相
撲
史
に
残
る
金
星
稀
勢
の
里
県
人
の
勝
ち
テ
レ
ビ
に
見
届
く	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

木
犀
の
香
り
と
共
に
思
い
出
す
バ
ス
ケ
に
汗
を
流
し
し
青
春	

吉
原
き
の
ゑ（
浮
島
）

野
鳩
さ
え
お
召
替
え
し
て
遊
ぶ
窓 

足
に
紅
色
マ
ニ
キ
ュ
ア
眩
し	

黒
田
定
子（
下
須
田
）

音
立
て
て
土
竜
お
ど
し
の
廻
る
畑 

老
女
が
ひ
と
り
草
を
取
り
を
り	

小
泉
實（
福
田
）

誰
ひ
と
り
見
向
き
も
せ
ざ
る
夏
み
か
ん
溜
息
の
ご
と
く
音
た
て
て
落
つ	

板
橋
道
子（
福
田
）

「
ば
あ
ば
怪
獣
、や
っ
つ
け
ろ
」幼
ら
は
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
に
な
り
て
蹴
り
く
る	

根
本
邦
子（
押
砂
）

川
鵜
ひ
と
つ
朝
の
水
面
に
羽
搏
き
て
飛
び
散
る
し
ぶ
き
の
春
を
散
ら
せ
り	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

病
窓
に
ひ
と
日
青
空
眺
め
お
り 

雲
流
る
れ
ば
そ
れ
が
幸
せ	

柴
崎
文
子（
町
田
）

去
年
か
ら
わ
が
耳
に
宿
る
蟬
し
ぐ
れ
降
り
く
る
ご
と
く
如
月
を
鳴
く	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）
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モバイル版HP

ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで

no.

編集後記　▽新緑のまばゆい季節となりました。あのような災害があっても、春は暦通りに訪れ
てくれました。被災地区におかれましては元の環境に戻るには時間を要しますが、一歩ずつ復
元、あるいはそれ以上の発展を目指してがんばっていきましょう。（i）　▽チューリップや桜の
季節が終わりました。広報紙が発行されるころには、ほとんど田植えも終わっているかと思いま
す。次は新緑の季節。緑に溢れた稲敷が楽しみです。（栗）

住所：稲敷市古渡840／電話番号：029-894-2628
管轄地区：柏木、羽生、堀之内、桜川田宿、桜川本宿、古渡岡、飯出、三次、馬渡　地区
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安全・おぶ・稲敷　　古渡駐在所　

■お名前を教えてください。
大西敏春です。
■勤務年数は
警察官になって、37年経ちました。
しばらく高速道路交通警察隊にいまし
て、駐在所勤務は５年前の美駒駐在所
（美浦村）からです。それから今の古渡
駐在所に来て、今年の４月で丸２年に
なりました。
■地域の特徴は
この地区の方々はみんなおおらかで、
協力的です。大きな事故や事件も少な
く、それだけに小さなことでも気をつ

けながら、仕事にあたっています。
■日々心がけていること
安全で安心して暮らせる地域づくりを
いつも念頭に置いています。なるべく
多く住民のみなさんと接して、地域と
一体となった防犯、交通安全を進めて
いきたいと思っています。
■駐在勤務になって感じたこと
高速隊にいたときは、地域住民のみな
さんとお話しするなどという機会はあ
りませんでした。駐在勤務になって、
地域の方々と接することができ、住民
の方のために働いているという実感が

湧いてきました。特にこの地区に来て
からは、声をかければ必ず温かい言葉
が返ってくることがとてもうれしいで
す。
■住民に対して一言
この時期は新入生や、新社会人が初め
ての通学通勤路を初めての交通手段
（自転車や自動車など）で利用する時期な
ので、特に交通安全には注意してくだ
さい。また、高齢者のみなさんが多い
地区なので、「オレオレ詐欺」には地域
全体で注意するよう、お願いします。


